
教育上の目的 

 

 
(1)医学専攻博士課程 

優れた倫理観を基盤に、自立して研究活動を行うための高度な教育研究を行うとともに、医

学研究者、又は優れた研究能力と豊かな学識を備えた臨床医若しくは医療人を養成することを

目的とする。 

 

 

(2)医科学専攻博士後期課程 

真理の探究などの基礎医学の教育研究、診断・治療・予防の原理に関する教育研究及び健康

維持増進に関する教育研究を行うとともに、トランスレーショナル医学の推進やイノベーショ

ンの創出を独立して行い、基礎医学教員や保健学教員、企業の研究者、医科学関連の起業家等

を養成することを目的とする。 

 

 

(3)医科学専攻博士前期課程 

基礎医学知識を土台として、医学・医療に応用できる科学分野である医科学に関する高度な

教育研究を行うとともに、医学的知識を持ち、生命科学、再生医学及び保健学分野における高

い専門性と倫理観を備え、優れた研究能力を有する高度専門職業人を養成することを目的とす

る。 

 

 

(4)臨床心理学専攻修士課程 

こころの問題の複雑化・多様化に対応できる臨床心理学分野の高度専門職業人の育成を目指

す＊。特に､医療・保健領域の専門家と緊密に連携・協働し、高度化する医療の要請にも対応で

きる心理臨床家の育成を図ることを目的とする。 
*日本臨床心理士資格認定協会第一種指定大学院として認定。 

公認心理師養成に対応するカリキュラム認可。 



 

 

令和７年度鳥取大学大学院医学系研究科学年暦 

 

 

 

 

事          項 月          日 

    学年始（前期開始） 

    新入生オリエンテ－ション 

  前期開講 

    入学式 

    鳥取大学記念日 

    夏季休業日 

    前期終了 

    後期開始 

新入生オリエンテ－ション 

（医学専攻のみ） 

    後期開講 

    冬季休業日 

    学位記授与式 

  春季休業日 

    学年終（後期終了） 

     ４月 １日（火） 

      ４月 １日（火） 

     ４月 １日（火） 

     ４月 ５日（土） 

      ６月 １日（日） 

   ８月 １日（金）～ ９月３０日（火） 

    ９月３０日（火） 

１０月 １日（水） 

１０月 １日（水）（予定） 

     

    １０月 １日（水） 

    １２月２９日（月）～ １月 ３日（土） 

      ３月 ５日（木）（予定） 

    ３月 １日（日）～ ３月３１日（火） 

     ３月３１日（火） 

 



履修方法及び修了要件 
 

 

≪履修方法≫ 

1. 授業時間と単位 

特論は15時間履修で1単位、演習は30時間履修で1単位、実習、実験、特別研究は45時間

履修で1単位とする。 

 

2. 14条特例による教育方法の実施 

大学院設置基準第14条による履修生（社会人）は、昼間も履修することができる。 

 

3. 履修登録 

 年度毎の指定の期日までに、主任指導教員の履修指導に従い、学務支援システムを使用

して履修登録を行うこと。 

 授業内容をシラバスで各自確認し、主任指導教員の履修指導を受けること。 

 履修する科目を決めたら科目責任者の教員へ連絡を入れること。また、授業の進め方や

授業日時等について不明なときは、必ず事前に担当教員に確認すること。なお、担当教

員への連絡方法はシラバス等で確認すること。 

 履修登録をしたら登録した履修登録内容の画面を印刷し、指導教員へ提出すること。 

 

4. 大学院公開セミナー 

各部門で実施するセミナー 

予定表は鳥取大学医学部 HP（トップ＞大学院生の方へ＞授業・履修＞大学院公開セミナ

ー）にて公開。 

※ 令和 5年度 4月入学者より、15回の受講義務はなくなりました。 

 

 

≪単位認定と修了認定≫ 

 

 
 

1. 医学専攻博士課程（腫瘍専門医・革新的未来医療創造・障害児医療学コースを除く） 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に4年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②学生は、別紙1-1に従って以下の単位を修得する。 

 

主科目 

(20単位以上) 

主科目1 

(12単位以上) 

＊特論科目8単位以上、演習科目4単位以上を修得すること。 

＊志望部門の特論及び演習を修得すること。 

主科目2 

(8単位以上) 

＊特論科目4単位以上、演習科目4単位以上を修得すること。 

＊主科目1と異なる医学群から履修すること。 

副科目 

(4単位以上) 

＊特論科目2単位以上、演習科目2単位以上を修得すること。 

＊主科目1と同じ領域、または腫瘍専門医コース授業科目から選択すること。 

＊腫瘍専門医コース授業科目について、トレーニングコース科目は演習2単位

として取り扱うものとする。 

選択科目 

(6単位以上) 

＊6単位以上を医学系研究科医学専攻選択授業科目、または腫瘍専門医コース

授業科目から履修すること。 

＊腫瘍専門医コース授業科目については2単位を越えないものとする。 

医学群、領域は科目表を参照のこと 

 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（博士）の審査及び最終試験に合格すること。 

博士・博士後期課程 

大学院委員会で単位修得状況の確認後の評価を、学位論文審査要旨における各科目最終試

験の結果とする。大学院の修了認定は、論文提出と合わせ、研究科委員会で行う。 



2. 医学専攻博士課程（腫瘍専門医コース） 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に4年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②別表1－2に従って単位を修得すること。 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（博士）の審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

3. 医学専攻博士課程（革新的未来医療創造コース） 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に4年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②別表1－3に従って単位を修得すること。 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（博士）の審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

4. 医学専攻博士課程（障害児医療学コース） 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に4年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②別表1－4に従って単位を修得すること。 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（博士）の審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

5. 医科学専攻博士後期課程 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に3年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②別表2に従って単位を修得すること。 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（博士）の審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

1. 医科学専攻博士前期課程 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に2年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②別表3に従って単位を修得すること。 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（修士）の審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

2. 臨床心理学専攻修士課程 

修了要件は、次の①～④の要件を全て満たすこと。 

①当該課程に2年以上在学すること。（ただし、長期履修学生にあっては別に定めるとおりとする。） 

②別表4に従って単位を修得すること。 

③所定の研究倫理教育を受講すること。 

④学位論文（修士）の審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

≪関係諸規則≫ 

以下の規則はHPに掲載しています。 

 

◇鳥取大学大学院学則 

◇鳥取大学学位規則 

◆鳥取大学大学院医学系研究科規程 

◆鳥取大学大学院医学系研究科博士課程の学位に関する内規 

◆鳥取大学大学院医学系研究科博士後期課程の学位に関する内規 

◆鳥取大学大学院医学系研究科博士前期及び修士課程の学位論文審査等取扱要項 

◇：鳥取大学HP＞キャンパスライフ＞学生生活での留意事項＞鳥取大学関係諸規則 

◆：鳥取大学医学部HP＞大学院生の方へ＞学位申請手続＞学位申請の手続要領等＞学位内規等 

博士前期・修士課程 

単位修得状況と審査委員会の報告に基づき、学位授与の判定を大学院委員会で行う。 



別表1－1

令和7年度4月入学者

主科目1 主科目2 副科目
解剖学 基礎 ゲノム形態学特論 8 4 2

ゲノム形態学演習 4 4 2
人体形態学特論 8 4 2
人体形態学演習 4 4 2

生化学 基礎 分子代謝制御学特論 8 4 2
分子代謝制御学演習 4 4 2

薬理学・薬物療法学（基礎薬理学） 基礎 薬物作用学特論 8 4 2
薬物作用学演習 4 4 2

皮膚科学 臨床 皮膚病態学特論 8 4 2
皮膚病態学演習 4 4 2

整形外科学 臨床 運動器医学特論 8 4 2
運動器医学演習 4 4 2

形成・再建外科学 臨床 形成外科学特論 8 4 2
形成外科学演習 4 4 2

薬理学・薬物療法学（臨床薬理学） 臨床 薬物治療学特論 8 4 2
薬物治療学演習 4 4 2

病理学 基礎 病理学特論 8 4 2
病理学演習 4 4 2

消化器・腎臓内科学 臨床 機能病態内科学特論 8 4 2
機能病態内科学演習 4 4 2

画像診断治療学 臨床 放射線科学特論 8 4 2
放射線科学演習 4 4 2

臨床検査医学 臨床 臨床検査医学特論 8 4 2
臨床検査医学演習 4 4 2

消化器・小児外科学 臨床 外科腫瘍学特論 8 4 2
外科腫瘍学演習 4 4 2

耳鼻咽喉・頭頸部外科学 臨床 耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論 8 4 2
耳鼻咽喉・頭頸部外科学演習 4 4 2

口腔顎顔面外科学 臨床 口腔顎顔面病態外科学特論 8 4 2
口腔顎顔面病態外科学演習 4 4 2

呼吸器・乳腺内分泌外科学 臨床 胸部外科学特論 8 4 2
胸部外科学演習 4 4 2

医療薬学 臨床 医療薬学特論 8 4 2
医療薬学演習 4 4 2

血液内科学 臨床 血液内科学特論 8 4 2
血液内科学演習 4 4 2

遺伝医学 臨床 遺伝医学特論 8 4 2
遺伝医学演習 4 4 2

環境予防医学 基礎 環境予防医学特論 8 4 2
環境予防医学演習 4 4 2

健康政策医学 基礎 公衆衛生学特論 8 4 2
公衆衛生学演習 4 4 2

法医学 基礎 法医学特論 8 4 2
法医学演習 4 4 2

医学教育学 基礎 医学教育学特論 8 4 2
医学教育学演習 4 4 2

健康運動科学 基礎 病態運動学特論 8 4 2
病態運動学演習 4 4 2

救急・災害医学 臨床 救急・災害医学特論 8 4 2
救急・災害医学演習 4 4 2

医療情報学 臨床 医療情報学特論 8 4 2
医療情報学演習 4 4 2

地域医療学 基礎 地域医療学特論 8 4 2
地域医療学演習 4 4 2

適応生理学 基礎 適応生理学特論 8 4 2
適応生理学演習 4 4 2

循環器・内分泌代謝内科学 臨床 循環器・内分泌代謝内科学特論 8 4 2
循環器・内分泌代謝内科学演習 4 4 2

周産期・小児医学 臨床 発生・発達解析学特論 8 4 2
発生・発達解析学演習 4 4 2

心臓血管外科学 臨床 心臓血管外科学特論 8 4 2
心臓血管外科学演習 4 4 2

産科婦人科学 臨床 生殖機能医学特論 8 4 2
生殖機能医学演習 4 4 2

腎泌尿器学 臨床 腎泌尿器科学特論 8 4 2
腎泌尿器科学演習 4 4 2

麻酔・集中治療医学 臨床 麻酔・集中治療医学特論 8 4 2
麻酔・集中治療医学演習 4 4 2

細菌学 基礎 感染症病態学特論 8 4 2
感染症病態学演習 4 4 2

ウイルス学 基礎 ウイルス学特論 8 4 2
ウイルス学演習 4 4 2

医動物学 基礎 分子医動物学特論 8 4 2
分子医動物学演習 4 4 2

呼吸器・膠原病内科学 臨床 分子制御内科学特論 8 4 2
分子制御内科学演習 4 4 2

視覚病態学 臨床 視覚病態学特論 8 4 2
視覚病態学演習 4 4 2

臨床感染症学 臨床 臨床感染症学特論 8 4 2
臨床感染症学演習 4 4 2

統合生理学 基礎 統合生理学特論 8 4 2
統合生理学演習 4 4 2

精神行動医学 臨床 精神行動医学特論 8 4 2
精神行動医学演習 4 4 2

脳神経内科学 臨床 神経内科学特論 8 4 2
神経内科学演習 4 4 2

神経病理学 基礎 脳神経病理学特論 8 4 2
脳神経病理学演習 4 4 2

脳神経外科学 臨床 脳神経外科学特論 8 4 2
脳神経外科学演習 4 4 2

脳神経小児科学 臨床 小児神経学特論 8 4 2
小児神経学演習 4 4 2

脳
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学
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能
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御
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制
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医
学

医学専攻博士課程　授業科目表

単位数
領域  部　門　名 医学群  授　業　科　目



別表1－2

令和7年度4月入学者

科目
区分

単位数 備考

必修 臨床腫瘍学総論 2

ゲノム形態学特論 2

薬物作用学特論 2

薬物治療学特論 2

病理学特論 2

放射線科学特論 2

外科腫瘍学特論 2

耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論 2

口腔顎顔面病態外科学特論 2

生殖機能医学特論 2

腎泌尿器科学特論 2

麻酔・集中治療医学特論 2

分子制御内科学特論 2

脳神経外科学特論 2

血液学特論 2

30 6単位以上修得すること

必修 特別研究 10

患者支援トレーニング 6

化学療法トレーニング 6

放射線治療トレーニング 6

緩和ケアトレーニング 6

血液腫瘍トレーニング 6

呼吸器内科トレーニング 6

消化器外科トレーニング 6

消化器内科トレーニング 6

呼吸器外科トレーニング 6

乳腺・内分泌外科トレーニング 6

泌尿器腫瘍トレーニング 6

頭頸部外科トレーニング 6

婦人科腫瘍トレーニング 6

小児腫瘍トレーニング 6

がんゲノムトレーニング 6

100 22単位以上修得すること

交流セミナー 2

がんプロ合同セミナー 2

国際学会発表 1

5 2単位以上修得すること

135 30単位以上修得すること

※臨床腫瘍学総論、がんプロ合同セミナーについては、その一部をeラーニングの形態により、補完的に受講することが可能。

医学専攻博士課程（腫瘍専門医コース）　課程表

授業科目の名称

系
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目
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別表1－3
令和7年度4月入学者

 科目区分 単位数 備考

革新的未来医療創造特論 2
臨床研究安全倫理特論 2
知財戦略講義 2

選択 基礎医学概論 2
医学部・薬学部・歯学部以外からの入学者は「基礎医学概論」を講義科目の必修科目の
一つとする。

キャリア形成支援特論 2
企業開発等技術者講義 2
実用的解剖学特論 2
実用的生理学特論 2
実用的病理学特論 2
実用的感染制御学特論 2
実用的社会医学特論 2
実用的分子生化学特論 2
薬物臨床応用特論 2
薬物治療・医薬品開発特論 2
実践的放射線科学特論 2
実践的臨床検査医学特論 2
実践的循環器病態学特論 2
革新的機能病態内科学特論 2
実践的呼吸器病態学特論 2
革新的小児科学特論 2
実践的外科腫瘍学特論 2
心臓血管外科学特論 2
革新的胸部外科学特論 2
革新的腎泌尿器科学特論 2
革新的生殖機能医学特論 2
革新的麻酔・集中治療医学特論 2
未来型救急・災害医療特論 2
実践的運動器医学特論 2
革新的皮膚病態学特論 2
革新的視覚病態学特論 2
革新的耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論 2
革新的口腔顎顔面病態外科学特論 2
臨床神経内科学特論 2
臨床神経外科学特論 2
実践的小児神経学特論 2
革新的精神医学特論 2
未来型地域医療学特論 2
革新的創薬・育薬特論 2
未来型医療情報システム特論 2
革新的臨床感染症学特論 2

80 10単位以上修得すること
発明楽実践演習 2
革新的未来医療創造演習 2

選択 臨床医学演習 2
医学部・薬学部・歯学部以外からの入学者は「臨床医学演習」を演習科目の必修科目の
一つとする。

特許作成演習 2
低侵襲外科センターメディカルイノベーション演習・Ⅰ 2
低侵襲外科センターメディカルイノベーション演習・Ⅱ 2
医療機器製品化体験演習・Ⅰ 2
医療機器製品化体験演習・Ⅱ 2
ゲノム・再生医療先端演習・Ⅰ 2
ゲノム・再生医療先端演習・Ⅱ 2
実践的解剖学演習 2
実践的生理学演習 2
実践的病理学演習 2
実践的感染制御学演習 2
実践的社会医学演習 2
実用的分子生化学演習 2
薬物臨床応用演習 2
薬物治療・医薬品開発演習 2
実践的放射線科学演習 2
実践的臨床検査医学演習 2
実践的循環器病態学演習 2
革新的機能病態内科学演習 2
実践的呼吸器病態学演習 2
革新的小児科学演習 2
実践的外科腫瘍学演習 2
心臓血管外科学演習 2
革新的胸部外科学演習 2
革新的腎泌尿器科学演習 2
革新的生殖機能医学演習 2
革新的麻酔・集中治療医学演習 2
未来型救急・災害医療演習 2
実践的運動器医学演習 2
革新的皮膚病態学演習 2
革新的視覚病態学演習 2
革新的耳鼻咽喉・頭頸部外科学演習 2
革新的口腔顎顔面病態外科学演習 2
臨床神経内科学演習 2
臨床神経外科学演習 2
実践的小児神経学演習 2
革新的精神医学演習 2
未来型地域医療学演習 2
革新的創薬・育薬演習 2
未来型医療情報システム演習 2
革新的臨床感染症学演習 2

88 12単位以上修得すること
グローバルイノベーション実践・Ⅰ 1
グローバルイノベーション実践・Ⅱ 1
グローバルイノベーション実践・Ⅲ 1
革新的医療創造実践 2

5 下限単位なし
必修 特別研究 5

5 5単位修得すること

178 30単位以上修得すること

特別研究
小計

※医学部・薬学部・歯学部からの入学者は、この表に記載する科目の他に医学系研究科共通授業科目（7つの教育コース）を履修することができ、その合計が6単位を超えない範囲で
講義科目の単位として認めることができる。

合計

医学専攻博士課程（革新的未来医療創造コース）　課程表

授業科目の名称

講

義

科

目

（

※

）

小計

必修

選択

選択

演

習

科

目

小計
ア
ド
バ
ン

ス
ド
コ
ー

ス
科
目

必修

選択

小計



別表1－4

令和7年度4月入学者

科目
区分

単位数 備考

小児在宅医学特論基礎Ⅰ 2

小児在宅医学特論基礎Ⅱ 2

小児在宅医学特論応用 2

代謝学特論 1

脳形成異常特論 1

コミュニケーション特論 1

小児神経学特論 4

小児発達学 2

重症児呼吸器病態学特論 2

重症児循環器病態学特論 2

重症児腎泌尿器科学特論 2

発生・発達解析学特論 8

遺伝子診断学 1

代謝・情報系クラスター　脳・神経代謝機能学 1

先天代謝異常症と遺伝カウンセリング 1

先天代謝異常症と新生児マススクリーニング 1

33 9単位以上修得すること

必修 実践的小児神経学演習 1

小児神経学トレーニング 4

発生・発達解析学演習 4

9 5単位以上修得すること

必修 在宅人工換気実習 1

1 1単位修得すること

必修 特別研究 10

10 10単位修得すること

53 30単位以上修得すること合計

小計

小計

講

義

科

目

実
習
科

目

必修

選択

選択

医学専攻博士課程（障害児医療学コース）　課程表

授業科目の名称

演

習

科

目 小計

特
別
研

究
小計



別表2

令和7年度入学者

前 後 前 後 前 後

医科学研究特論 1

ⓔ 生命・医療倫理学特論 1

ⓔ 高次基盤医学特論 1

3 0 0 0 0 0 3単位修得すること

知財戦略特論Ⅱ 2

知財戦略演習Ⅱ 1

分子応答制御学特論Ⅰ 2

分子応答制御学演習Ⅰ 1

生体防御学特論Ⅰ 2

生体防御学演習Ⅰ 1

高次発生生物学特論Ⅰ 2

高次発生生物学演習Ⅰ 1

先端腫瘍学特論Ⅰ 2

先端腫瘍学演習Ⅰ 1

行動神経科学特論 2

行動神経科学演習 1

遺伝子・染色体機能医工学特論 2

遺伝子・染色体機能医工学演習 1

分子医学特論 2

分子医学演習 1

腫瘍生物学特論 2

腫瘍生物学演習 1

再生医学特論 2

再生医学演習 1

先進保健学特論 2

心理臨床学特論Ⅰ 2

心理臨床学演習Ⅰ 1

35 0 0 0 0 0 2単位以上※「医科学」の学位を取得する者のみ

統合保健学研究方法特論 2

成人・高齢者保健学特論 2

成育地域保健学特論 2

地域保健学特論 2

8 0 0 0 0 0 2単位以上※「保健学」の学位を取得する者のみ

40 0 0 0 0 0 2単位以上修得すること

分子応答制御学特論Ⅱ 2

分子応答制御学演習Ⅱ 1

生体防御学特論Ⅱ 2

生体防御学演習Ⅱ 1

高次発生生物学特論Ⅱ 2

高次発生生物学演習Ⅱ 1

先端腫瘍学特論Ⅱ 2

先端腫瘍学演習Ⅱ 1

神経機能再生学特論 2

神経機能発達学特論 2

染色体医工学特論 2

染色体医工学演習 1

腫瘍生物応用医科学特論 2

腫瘍生物医科学演習 1

組織工学特論 2

組織工学演習 1

腫瘍治療学特論 2

腫瘍治療学演習 1

先進保健学統合演習 1

先進保健学探索演習 1

心理臨床学特論Ⅱ 2

心理臨床学演習Ⅱ 1

0 33 0 0 0 0 1単位以上※「医科学」の学位を取得する者のみ

成人・高齢者保健学統合演習 1

成人・高齢者保健学探索演習 1

成育地域保健学統合演習 1

成育地域保健学探索演習 1

地域保健学統合演習 1

地域保健学探索演習 1

6 1単位以上※「保健学」の学位を取得する者のみ

43 39 0 0 0 0 1単位以上を修得すること

43 39 0 0 0 0 5単位以上を修得すること

統合医科学特別研究Ⅰ 博士（医科学）の学位を取得するためには「統合医科学特別研究Ⅰ」2単位を修得すること

統合医科学特別研究Ⅱ 博士（医科学）の学位を取得するためには「統合医科学特別研究Ⅱ」2単位を修得すること

統合保健学特別研究Ⅰ 博士（保健学）の学位を取得するためには「統合保健学特別研究Ⅰ」2単位を修得すること

統合保健学特別研究Ⅱ 博士（保健学）の学位を取得するためには「統合保健学特別研究Ⅱ」2単位を修得すること

0 0 0 0 0 8 4単位以上修得すること

46 39 0 0 0 8 12単位以上修得すること

2

2

保

健

学

医

科

学

合計

選択

小計

選択

医科学専攻博士後期課程　課程表

単位数

小計

必修

選択

授業科目の名称 1年次 2年次 備考
科目
区分

3年次

基
盤
的

教
育
科
目

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

教

育

科

目

合計

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

教

育

科

目

・

ア

ド

バ

ン

ス

教

育

科

目

小計

注3　本専攻博士前期課程を経ずに本専攻博士後期課程に入学する者は、基礎医学知識の修得のため、本専攻博士前期課程「基盤的教育科目」の中の「実用的解剖学特論」、
　　　「実用的生理学特論」、「薬理学・薬物療法学特論」を単位外として入学前に受講することを原則とする。また、入学後は、本専攻博士前期課程科目である「基礎医科学概論」
　　　を単位外として修得すること。ただし、出願時に提出された履歴書と成績証明書に記載の既修得科目により、本専攻博士前期課程で教授する基礎医学知識と同等の知識を
　　　既に身につけていると判断される者についてはこの限りではない。

小計

小計

小計

保

健

学

医

科

学

総計

特別研究

2

2

必修

選択

ア

ド

バ

ン

ス

教

育

科

目

合計

注1　ⓔはeラーニングコンテンツを利用する授業科目を表す。

注2　特別研究を除く授業科目について、履修年次は主任指導教員の許可を得て変更できるものとする。ただし、基盤的教育科目は1年次に履修することが望ましい。



別表3
令和7年度入学者

前 後 前 後
基礎医科学概論 1

ⓔ 実用的解剖学特論 1
ⓔ 実用的生理学特論 1
ⓔ 薬理学・薬物療法学特論 1

生命倫理学特論 1
ⓔ 医療安全学特論 1

知財戦略特論Ⅰ 1
7 0 0 0 7単位修得すること

知財戦略演習Ⅰ 1
腫瘍医療学特論 2
認知症予防学特論 2
地域医療システム学特論 1

◎ 病態生理学特論 2 令和6年度は不開講
◎ 臨床薬理学特論 2 令和6年度は不開講

医療統計解析学特論 2
シミュレーションシステム演習 2
ストレス医療学特論 2
教育の原理と方法 2

8 10 0 0 1単位以上修得すること
医療機器開発特論 2
分子神経科学特論 2
システム神経科学特論 2
細胞分化・老化機構学特論 2
細胞工学特論 2
遺伝子医科学特論 2
再生医科学特論 2
遺伝子再生医科学演習
再生医工学特論 2
再生医工学演習
遺伝子治療学特論 2
遺伝子治療学演習
細胞分子機構学特論 2
細胞分子機構学演習
応用免疫学特論 2
応用免疫学演習
発生生物学特論 2
発生生物学演習
実験腫瘍病理学特論 2
実験腫瘍病理学演習
神経病態・遺伝子疾患学特論 2
神経病態・遺伝子疾患学演習 2
病態細胞学特論 2
病態細胞学演習 2
病態制御学特論 2
病態制御学演習 2
生体機能・情報解析学特論 2
生体機能・情報解析学演習 2
環境科学特論 2
環境科学演習 2
認知症予防学演習 2

★ 基礎人類遺伝学特論Ⅰ 2
★ 基礎人類遺伝学特論Ⅱ 2

☆ 基礎人類遺伝学演習Ⅰ 1

☆ 基礎人類遺伝学演習Ⅱ 1
★ 臨床遺伝学特論 1

☆ 臨床遺伝学演習 1

☆ 遺伝サービス情報学演習 1
★ 遺伝医療と社会特論 1

☆ 遺伝医療と倫理演習 1
★ 遺伝カウンセリング特論 2

☆ 遺伝カウンセリング演習Ⅰ 1

☆ 遺伝カウンセリング演習Ⅱ 1

☆ 遺伝カウンセリング実習Ⅰ 2

☆ 遺伝カウンセリング実習Ⅱ
35 43 1 4 8単位以上※「医科学」の学位を取得する者のみ

○ 看護管理学特論 2
○ 看護理論 2

基礎看護学特論 2
基礎看護学演習 2
成人看護学特論 2
成人看護学演習 2
高齢者看護学特論 2
高齢者看護学演習 2
地域母子看護学特論 2
地域母子看護学演習 2
成育看護学特論 2
成育看護学演習 2
統合支援看護学特論 2
統合支援看護学演習 2
コミュニティヘルス看護学特論 2
コミュニティヘルス看護学演習 2

○ 看護コンサルテーション特論 2 令和7年度は不開講
○ 看護倫理学特論 2 令和7年度は不開講
○ 看護学研究方法特論 2 令和7年度は不開講
○ 看護教育学特論 2 令和7年度は不開講
● フィジカルアセスメント特論 2 令和7年度は不開講
● がん看護に関する病態生理学 2 令和7年度は不開講
● がん看護に関する理論 2 令和7年度は不開講
● がん治療支援に関わる看護援助論 2 令和7年度は不開講
● 緩和ケア特論Ⅰ 2 令和7年度は不開講
● 緩和ケア特論Ⅱ 2 令和7年度は不開講
● 緩和ケア演習Ⅰ 2 令和7年度は不開講
● 緩和ケア演習Ⅱ 2 令和7年度は不開講
● がん看護学実習Ⅰ 2 令和7年度は不開講
● がん看護学実習Ⅱ 2 令和7年度は不開講
● がん看護学実習Ⅲ 6 令和7年度は不開講

30 30 6 0 8単位以上※「保健学」の学位を取得する者のみ
73 83 7 4 13単位以上修得すること

医科学特別研究Ⅰ 修士（医科学）の学位を取得するためには「医科学特別研究Ⅰ」4単位を修得すること
医科学特別研究Ⅱ 修士（医科学）の学位を取得するためには「医科学特別研究Ⅱ」6単位を修得すること
保健学特別研究Ⅰ 修士（保健学）の学位を取得するためには「保健学特別研究Ⅰ」4単位を修得すること
保健学特別研究Ⅱ 修士（保健学）の学位を取得するためには「保健学特別研究Ⅱ」6単位を修得すること

0 0 0 20 10単位以上修得すること
80 83 7 24 30単位以上修得すること

☆は認定遺伝カウンセラーコースの学生のみが履修可能

注2　特別研究を除く授業科目について、履修年次は主任指導教員の許可を得て変更できるものとする。ただし、基盤的教育科目は1年次に履修することが望ましい。
注1　ⓔはeラーニングコンテンツを利用する授業科目を表す。

　　　1.分野横断的科目から◎印の授業科目を含め4単位以上を修得すること。
　　　2.○印の授業科目から8単位以上、●印の授業科目の26単位、合計34単位以上を修得すること。

2年次1年次

選択分

野

横

断

的

科

目

・

専

門

家

養

成

科

目

備考

注3　　認定遺伝カウンセラーⓇの受験資格の取得を目指す学生については、★☆印の授業科目21単位を修得すること。

注4　がん看護専門看護師の専門看護師教育課程の修了を目指す学生については、次の1.～2.を満たすように単位を修得すること。

総計

小計
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医科学専攻博士前期課程　課程表
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合計

2

2

2

選択

2

選択

専

門

家

養

成

科

目

(

保

健

学

)

6
4



別表4

令和7年度入学者

前 後

医学概論 2

〇 臨床心理学特論Ⅰ 2

〇 臨床心理学特論Ⅱ 2

● 〇 臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践） 2

〇 臨床心理面接特論Ⅱ 2

● 〇 臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践）

〇 臨床心理査定演習Ⅱ

〇 臨床心理基礎実習 ※1年次履修

● 〇 臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ⅱ） ※2年次履修

〇 臨床心理実習Ⅱ ※2年次履修

臨床心理特別研究Ⅰ ※1年次履修

臨床心理特別研究Ⅱ ※2年次履修

小計 6 24 30単位修得すること

〇 臨床心理学研究法特論 2

〇 心理統計法特論 2

小計 2 2 1科目2単位以上修得すること

● 〇 教育心理学特論（教育分野に関する理論と支援の展開） 2

● 〇 発達心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展開） 2

小計 2 2 1科目2単位以上修得すること

● 〇 家族心理学特論（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践） 2

● 〇 臨床心理関連行政論（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開） 2

小計 2 2 1科目2単位以上修得すること

● 〇 精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 2

〇 心身医学特論 2

小計 2 2 1科目2単位以上修得すること

〇 グループアプローチ特論 2

〇 心理療法特論 2

小計 4 1科目2単位以上修得すること

● 産業心理学特論（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） 2

● ストレスマネジメント特論（心の健康教育に関する理論と実践） 2

● 心理実践実習Ⅰ ※1年次履修

● 心理実践実習Ⅲ ※1年次履修

● 心理実践実習Ⅳ ※2年次履修

小計 6 11 2単位以上修得すること

20 47 42単位以上修得すること

臨床心理学専攻修士課程　課程表

科目
区分

授業科目の名称
単位数

備考

〇：臨床心理士受験資格に関する大学院指定運用内規（改正：令和6年３月2日）第6条1)に規定する大学院における臨床心理士となるために必要な科目。
　　第6条1）必修科目から5科目16単位、選択必修科目群（A,B,C,D,E）からそれぞれ2単位以上、計10単位以上、合計26単位以上を修得していること。

1

4

4

選

択

必

修

科

目

A

B

C

D

E

必

修

科

目

2

2

2

5

選

択

科

目

2

2

合計

●：公認心理師法施行規則（平成29年文部科学省・厚生労働省令第3号）第2条に規定する大学院における公認心理師となるために必要な科目。

1



別表5

単　位　数

臨 床 研 究 セ ミ ナ ー Ⅰ 1

臨 床 研 究 セ ミ ナ ー Ⅱ 1

臨 床 研 究 セ ミ ナ ー Ⅲ 1

臨 床 研 究 セ ミ ナ ー Ⅳ 1

臨 床 研 究 セ ミ ナ ー Ⅴ 1

臨 床 研 究 セ ミ ナ ー Ⅵ 1

TBRF セ ミ ナ ー 1

医 療 倫 理 学 （#1） 1

臨 床 医 学 研 究 基 盤 Ⅰ （#2） 1

臨 床 医 学 研 究 基 盤 Ⅱ （#3） 1

実 験 医 学 研 究 基 盤 Ⅰ （#4） 1

実 験 医 学 研 究 基 盤 Ⅱ （#5） 1

染 色 体 と 遺 伝 子 （#6） 1

蛋 白 質 、 酵 素 、 脂 質 と 疾 患 （#7） 1

遺 伝 子 再 生 医 学 と 臨 床 応 用 （#8） 1

臨 床 の 遺 伝 子 再 生 医 学 （#9） 1

臨 床 腫 瘍 医 学 総 論 Ⅰ （#10） 1

臨 床 腫 瘍 医 学 総 論 Ⅱ （#11） 1

臨 床 腫 瘍 医 学 各 論 Ⅰ （#12） 1

臨 床 腫 瘍 医 学 各 論 Ⅱ （#13） 1

臨 床 腫 瘍 医 学 各 論 Ⅲ （#14） 1

臨 床 腫 瘍 医 学 各 論 Ⅳ （#15） 1

免 疫 学 概 論 Ⅰ （#16） 1

免 疫 学 概 論 Ⅱ （#17） 1

感 染 症 の 基 礎 と 臨 床 （#18） 1

ア レ ル ギ ー 性 疾 患 の 基 礎 と 臨 床 （#19） 1

生 活 習 慣 病 の 病 態 Ⅰ （#20） 1

生 活 習 慣 病 の 病 態 Ⅱ （#21） 1

生 活 習 慣 病 の 治 療 （#22） 1

生 活 習 慣 病 へ の 介 入 （#23） 1

脳 機 能 解 析 学 （#24） 1

最近の精神神経疾患のトピックスⅠ （#25） 1

最近の精神神経疾患のトピックスⅡ （#26） 1

地 域 医 療 へ の 取 り 組 み （#27） 1

救急・急性期医療学コース 救 急 ・ 急 性 期 医 療 学 （#28） 1

医学系研究科医学専攻選択授業科目表

脳と心の医学コース

生活習慣病コース

授　業　科　目

感染・免疫・アレルギーコース

臨床腫瘍医学コース

遺伝子・再生・染色体工学コース

医学研究基盤コース

コ　ー　ス

臨床研究コース

７
つ
の
教
育
コ
ー

ス



別表1－1

令和7年度4月入学者

主科目1 主科目2 副科目
解剖学 基礎 ゲノム形態学特論 8 4 2

ゲノム形態学演習 4 4 2
人体形態学特論 8 4 2
人体形態学演習 4 4 2

生化学 基礎 分子代謝制御学特論 8 4 2
分子代謝制御学演習 4 4 2

薬理学・薬物療法学（基礎薬理学） 基礎 薬物作用学特論 8 4 2
薬物作用学演習 4 4 2

皮膚科学 臨床 皮膚病態学特論 8 4 2
皮膚病態学演習 4 4 2

整形外科学 臨床 運動器医学特論 8 4 2
運動器医学演習 4 4 2

形成・再建外科学 臨床 形成外科学特論 8 4 2
形成外科学演習 4 4 2

薬理学・薬物療法学（臨床薬理学） 臨床 薬物治療学特論 8 4 2
薬物治療学演習 4 4 2

病理学 基礎 病理学特論 8 4 2
病理学演習 4 4 2

消化器・腎臓内科学 臨床 機能病態内科学特論 8 4 2
機能病態内科学演習 4 4 2

画像診断治療学 臨床 放射線科学特論 8 4 2
放射線科学演習 4 4 2

臨床検査医学 臨床 臨床検査医学特論 8 4 2
臨床検査医学演習 4 4 2

消化器・小児外科学 臨床 外科腫瘍学特論 8 4 2
外科腫瘍学演習 4 4 2

耳鼻咽喉・頭頸部外科学 臨床 耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論 8 4 2
耳鼻咽喉・頭頸部外科学演習 4 4 2

口腔顎顔面外科学 臨床 口腔顎顔面病態外科学特論 8 4 2
口腔顎顔面病態外科学演習 4 4 2

呼吸器・乳腺内分泌外科学 臨床 胸部外科学特論 8 4 2
胸部外科学演習 4 4 2

医療薬学 臨床 医療薬学特論 8 4 2
医療薬学演習 4 4 2

血液内科学 臨床 血液内科学特論 8 4 2
血液内科学演習 4 4 2

遺伝医学 臨床 遺伝医学特論 8 4 2
遺伝医学演習 4 4 2

環境予防医学 基礎 環境予防医学特論 8 4 2
環境予防医学演習 4 4 2

健康政策医学 基礎 公衆衛生学特論 8 4 2
公衆衛生学演習 4 4 2

法医学 基礎 法医学特論 8 4 2
法医学演習 4 4 2

医学教育学 基礎 医学教育学特論 8 4 2
医学教育学演習 4 4 2

健康運動科学 基礎 病態運動学特論 8 4 2
病態運動学演習 4 4 2

救急・災害医学 臨床 救急・災害医学特論 8 4 2
救急・災害医学演習 4 4 2

医療情報学 臨床 医療情報学特論 8 4 2
医療情報学演習 4 4 2

地域医療学 基礎 地域医療学特論 8 4 2
地域医療学演習 4 4 2

適応生理学 基礎 適応生理学特論 8 4 2
適応生理学演習 4 4 2

循環器・内分泌代謝内科学 臨床 循環器・内分泌代謝内科学特論 8 4 2
循環器・内分泌代謝内科学演習 4 4 2

周産期・小児医学 臨床 発生・発達解析学特論 8 4 2
発生・発達解析学演習 4 4 2

心臓血管外科学 臨床 心臓血管外科学特論 8 4 2
心臓血管外科学演習 4 4 2

産科婦人科学 臨床 生殖機能医学特論 8 4 2
生殖機能医学演習 4 4 2

腎泌尿器学 臨床 腎泌尿器科学特論 8 4 2
腎泌尿器科学演習 4 4 2

麻酔・集中治療医学 臨床 麻酔・集中治療医学特論 8 4 2
麻酔・集中治療医学演習 4 4 2

細菌学 基礎 感染症病態学特論 8 4 2
感染症病態学演習 4 4 2

ウイルス学 基礎 ウイルス学特論 8 4 2
ウイルス学演習 4 4 2

医動物学 基礎 分子医動物学特論 8 4 2
分子医動物学演習 4 4 2

呼吸器・膠原病内科学 臨床 分子制御内科学特論 8 4 2
分子制御内科学演習 4 4 2

視覚病態学 臨床 視覚病態学特論 8 4 2
視覚病態学演習 4 4 2

臨床感染症学 臨床 臨床感染症学特論 8 4 2
臨床感染症学演習 4 4 2

統合生理学 基礎 統合生理学特論 8 4 2
統合生理学演習 4 4 2

精神行動医学 臨床 精神行動医学特論 8 4 2
精神行動医学演習 4 4 2

脳神経内科学 臨床 神経内科学特論 8 4 2
神経内科学演習 4 4 2

神経病理学 基礎 脳神経病理学特論 8 4 2
脳神経病理学演習 4 4 2

脳神経外科学 臨床 脳神経外科学特論 8 4 2
脳神経外科学演習 4 4 2

脳神経小児科学 臨床 小児神経学特論 8 4 2
小児神経学演習 4 4 2

脳
神
経
医
学

履修例　医学専攻博士課程

（腫瘍専門医コース,革新的未来医療創造コース,障害児医療学コースを除く）

医学専攻博士課程　授業科目表

領域  部　門　名 医学群  授　業　科　目
単位数

形
態
・
機
能
制
御
医
学

病
態
解
析
・
制
御
医
学

社
会
環
境
情
報
医
学

発
達
加
齢
適
応
医
学

生
体
防
御
医
学

副科目（一部）、選択科目

参照

腫瘍専門医コース：別表1-2

選択科目

医学系研究科医学専攻選択

授業科目表（別表5）参照

主科目１

副科目

主科目２

履修の手引きより抜粋



〔形態・機能制御医学領域〕
１ ２ ３ ４ ５ ６

金

〔病態解析・制御医学領域〕
１ ２ ３ ４ ５ ６

耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論・演習

〔社会環境情報医学領域〕
１ ２ ３ ４ ５ ６

火

木

病態運動学特論・演習は夜間開講しない。

一　般一　般一　般一　般

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00

血 液 内 科 学 特 論 耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論

臨 床 検 査 医 学 特 論 血 液 内 科 学 演 習

医 療 薬 学 特 論

耳鼻咽喉・頭頸部外科学演習 医 療 薬 学 演 習

機 能 病 態 内 科 学 特 論 機 能 病 態 内 科 学 演 習

病 理 学 特 論 ・ 演 習

遺 伝 医 学 演 習

遺 伝 医 学 特 論

遺 伝 医 学 演 習

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00 20:10～21:40

（一般学生・社会人学生）

社会人社会人一　般一　般一　般 一　般

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00 20:10～21:40
社会人社会人

水

金

月

火

水

木

火

金

月

水

月

木

令和7年度医学系研究科 医学専攻博士課程 授業時間配当表

薬 物 作 用 学 特 論 ・ 演 習

運 動 器 医 学 特 論 ・ 演 習

運 動 器 医 学 特 論

薬 物 作 用 学 特 論

運 動 器 医 学 演 習

人 体 形 態 学 特 論

薬 物 作 用 学 演 習

医 療 情 報 学 特 論 ・ 演 習

人 体 形 態 学 演 習

分 子 代 謝 制 御 学 演 習

形 成 外 科 学 演 習形 成 外 科 学 特 論

分 子 代 謝 制 御 学 特 論

ゲ ノ ム 形 態 学 演 習

人 体 形 態 学 特 論 ・ 演 習

分 子 代 謝 制 御 学 特 論 ・ 演 習

ゲ ノ ム 形 態 学 特 論 ・ 演 習

皮 膚 病 態 学 特 論 ・ 演 習

20:10～21:40
社会人 社会人

機 能 病 態 内 科 学 特 論 ・ 演 習

血 液 内 科 学 特 論 ・ 演 習

胸 部 外 科 学 特 論 ・ 演 習

医 療 薬 学 特 論 ・ 演 習

救 急 ・ 災 害 医 学 特 論 ・ 演 習

口腔顎顔面病態外科学特論・演習

ゲ ノ ム 形 態 学 特 論

薬 物 治 療 学 演 習 薬 物 治 療 学 特 論 薬 物 治 療 学 特 論 ・ 演 習

外 科 腫 瘍 学 特 論

皮 膚 病 態 学 演 習

皮 膚 病 態 学 特 論

病 理 学 特 論

臨 床 検 査 医 学 演 習 外 科 腫 瘍 学 特 論 ・ 演 習外 科 腫 瘍 学 演 習

遺 伝 医 学 特 論胸 部 外 科 学 演 習

形 成 外 科 学 特 論 ・ 演 習

放 射 線 科 学 特 論 放 射 線 科 学 演 習 放 射 線 科 学 特 論 ・ 演 習

口腔顎顔面病態外科学演習 臨 床 検 査 医 学 特 論 ・ 演 習

胸 部 外 科 学 特 論

病 理 学 演 習

口腔顎顔面病態外科学特論

一　般 一　般 一　般 一　般

医 学 教 育 学 演 習 地 域 医 療 学 演 習 地 域 医 療 学 特 論 ・ 演 習

救 急 ・ 災 害 医 学 特 論

法 医 学 特 論 公 衆 衛 生 学 演 習 公 衆 衛 生 学 特 論 ・ 演 習

医 療 情 報 学 演 習

病態運動学特論（湖山地区） 環 境 予 防 医 学 演 習 法 医 学 特 論 ・ 演 習

地 域 医 療 学 特 論 病態運動学演習（湖山地区） 医 学 教 育 学 特 論 ・ 演 習

医 療 情 報 学 特 論 公 衆 衛 生 学 特 論

医 学 教 育 学 特 論

救 急 ・ 災 害 医 学 演 習

法 医 学 演 習環 境 予 防 医 学 特 論

環 境 予 防 医 学 特 論 ・ 演 習



（一般学生・社会人学生）
令和7年度医学系研究科 医学専攻博士課程 授業時間配当表

〔発達加齢適応医学領域〕
１ ２ ３ ４ ５ ６

一　般 一　般 一　般 一　般 社会人 社会人

金

〔生体防御医学領域〕
１ ２ ３ ４ ５ ６

火

〔脳神経医学領域〕
１ ２ ３ ４ ５ ６

月

金

水

木

月

火

水

木

月

水

木

発 生 ・ 発 達 解 析 学 特 論 ・ 演 習

心 臓 血 管 外 科 学 特 論 ・ 演 習

腎 泌 尿 器 科 学 特 論 ・ 演 習

18:30～20:00 20:10～21:40

麻 酔 ・ 集 中 治 療 医 学 特 論 ・ 演 習

循環器・内分泌代謝内科学特論・演習

腎 泌 尿 器 科 学 演 習

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20

麻 酔 ・ 集 中 治 療 医 学 演 習

感 染 症 病 態 学 特 論感 染 症 病 態 学 演 習

視 覚 病 態 学 演 習

適 応 生 理 学 特 論

生 殖 機 能 医 学 特 論

適 応 生 理 学 演 習

麻 酔 ・ 集 中 治 療 医 学 特 論

心 臓 血 管 外 科 学 特 論 生 殖 機 能 医 学 演 習

発 生 ・ 発 達 解 析 学 特 論 循 環 器 ・ 内 分 泌 代 謝 内 科 学 演 習

発 生 ・ 発 達 解 析 学 演 習

腎 泌 尿 器 科 学 特 論

分 子 医 動 物 学 演 習

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00 20:10～21:40
社会人社会人一　般一　般一　般一　般

臨 床 感 染 症 学 特 論 臨 床 感 染 症 学 演 習 分 子 医 動 物 学 特 論 ・ 演 習

視 覚 病 態 学 特 論

循 環 器 ・ 内 分 泌 代 謝 内 科 学 特 論

適 応 生 理 学 特 論 ・ 演 習

生 殖 機 能 医 学 特 論 ・ 演 習

視 覚 病 態 学 特 論 ・ 演 習

心 臓 血 管 外 科 学 演 習

臨 床 感 染 症 学 特 論 ・ 演 習

ウ イ ル ス 学 特 論 ウ イ ル ス 学 演 習 ウ イ ル ス 学 特 論 ・ 演 習

分 子 制 御 内 科 学 演 習 感 染 症 病 態 学 特 論 ・ 演 習

精 神 行 動 医 学 演 習 神 経 内 科 学 特 論 精 神 行 動 医 学 特 論 ・ 演 習

分 子 医 動 物 学 特 論 分 子 制 御 内 科 学 特 論 分 子 制 御 内 科 学 特 論 ・ 演 習

統 合 生 理 学 特 論 ・ 演 習

金

火

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00 20:10～21:40
社会人社会人一　般一　般一　般一　般

小 児 神 経 学 演 習 脳 神 経 外 科 学 演 習 神 経 内 科 学 特 論 ・ 演 習

脳 神 経 外 科 学 特 論 脳 神 経 外 科 学 特 論 ・ 演 習

神 経 内 科 学 演 習

統 合 生 理 学 特 論 統 合 生 理 学 演 習

精 神 行 動 医 学 特 論

小 児 神 経 学 特 論 小 児 神 経 学 特 論 ・ 演 習

脳 神 経 病 理 学 特 論 脳 神 経 病 理 学 演 習 脳 神 経 病 理 学 特 論 ・ 演 習



※アドバンスドコース科目、臨床腫瘍学総論については別途通知します。

単位数 単位数 単位数

2 6 2

2 6 2

2 6 1

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

2 6

10

系統講義コース科目より臨床腫瘍学総論を含む６単位以上

口腔顎顔面病態外科学特論

特 別 研 究

病理学特論

薬 物 作 用 学 特 論

腎 泌 尿 器 科 学 特 論

脳神経外科学特論

血液学特論

患者支援トレーニング

がんゲノムトレーニング

放射線治療トレーニング

緩和ケアトレーニング

小児腫瘍トレーニング

血液腫瘍トレーニング

呼吸器内科トレーニング

分子制御内科学特論

麻酔・集中治療医学特論

耳鼻咽喉・頭頚部外科学特論

消化器内科トレーニング

呼吸器外科トレーニング

泌尿器腫瘍トレーニング

乳腺・内分泌外科トレーニング

外科腫瘍学特論

放射線科学特論 消化器外科トレーニング

アドバンスドコース科目

授業科目

分 子 制 御 内 科 学 特 論

特 別 研 究

授業科目

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

特 別 研 究

血 液 学 特 論

化学療法トレーニング

トレーニングコース科目

交流セミナー

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

合計３０単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受け、博士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

頭頸部外科トレーニング

婦人科腫瘍トレーニング

口腔顎顔面病態外科学特論

特別研究

生殖機能医学特論

アドバンスドコース科目より２単位以上
トレーニングコース科目より特別研究を含む２２単位以上

腎泌尿器科学特論

令和7年度　大学院医学系研究科医学専攻腫瘍専門医コース

1

8:40～10:10

一般

2

10:30～12:00
　　時限
曜日

14:50～16:20

一般 一般

5

18:00～19:30

社会人

4

一般

6

19:40～21:10

社会人

月

病 理 学 特 論

麻 酔 ・ 集 中 治 療 医 学 特 論

火
放 射 線 科 学 特 論

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

外 科 腫 瘍 学 特 論

特 別 研 究

3

13:00～14:30

特 別 研 究

水

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

特 別 研 究

耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論

特 別 研 究

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

特 別 研 究

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

生 殖 機 能 医 学 特 論

脳 神 経 外 科 学 特 論

特 別 研 究

耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論

トレーニングコース科目

放 射 線 科 学 特 論

口腔顎顔面病態外科学特論

脳 神 経 外 科 学 特 論

特 別 研 究

薬 物 作 用 学 特 論

外 科 腫 瘍 学 特 論

麻 酔 ・ 集 中 治 療 医 学 特 論

特 別 研 究

ゲ ノ ム 形 態 学 特 論

病 理 学 特 論

生 殖 機 能 医 学 特 論

腎 泌 尿 器 学 特 論

特 別 研 究

臨床腫瘍学総論

ゲノム形態学特論

薬物治療学特論

薬 物 治 療 学 特 論

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

分 子 制 御 内 科 学 特 論

薬物作用学特論

がんプロ合同セミナー

国際学会発表

金

木
特 別 研 究

特 別 研 究

授業科目

系統講義コース科目

ゲ ノ ム 形 態 学 特 論

薬 物 治 療 学 特 論

特 別 研 究

ト レ ー ニ ン グ コ ー ス 科 目

血 液 学 特 論



１限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00 20:10～21:40

一般 一般 一般 一般 社会人 社会人

革新的未来医療創造特論 基礎医学概論 革新的未来医療創造特論 基礎医学概論

知財戦略講義 企業開発等技術者講義 知財戦略講義 企業開発等技術者講義

キャリア形成支援特論 臨床研究安全倫理特論

キャリア形成支援特論 臨床研究安全倫理特論

未来型救急・災害医療特論 実用的病理学特論・実践的病理学演習

心臓血管外科学特論 臨床神経内科学特論 実用的社会医学特論・実践的社会医学演習

令和7年度　　大学院医学系研究科　博士課程（革新的未来医療創造コース）　　授業科目配当表
　　　時
限

曜日

月

ゲノム再生医療先端演習Ⅰ・Ⅱ 発明楽実践演習 ゲノム再生医療先端演習Ⅰ・Ⅱ

実用的病理学特論 実用的解剖学特論 発明楽実践演習

革新的小児科学特論

未来型地域医療学特論 実践的臨床検査医学演習 革新的麻酔・集中治療医学特論・演習

実践的外科腫瘍学演習 実践的循環器病態学演習 未来型救急・災害医療特論・演習

革新的麻酔・集中治療医学特論 実践的社会医学特論 薬物臨床応用特論・演習

実践的運動器医学特論 実践的社会医学演習 実践的外科腫瘍学特論・演習

革新的視覚病態学演習 革新的精神医学特論・演習

革新的臨床感染症学特論 未来型医療情報システム特論・演習

革新的精神医学演習 革新的胸部外科学演習 実践的運動器医学特論・演習

革新的生殖機能医学演習 革新的視覚病態学特論・演習

実用的分子生化学特論・演習

未来型医療情報システム演習 革新的耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論 実践的放射線科学特論・演習

火

特許作成演習

薬物臨床応用特論 実用的生理学特論 特許作成演習

実践的放射線科学特論 実用的分子生化学特論 実用的解剖学特論・実践的解剖学演習

実践的小児神経学特論 革新的胸部外科学特論

実践的放射線科学演習 革新的機能病態内科学特論・演習

革新的小児科学演習 革新的小児科学特論・演習

臨床神経外科学特論 実践的臨床検査医学特論・演習

薬物臨床応用演習 実践的循環器病態学特論・演習

革新的耳鼻咽喉・頭頸部外科学特論・演習

臨床神経外科学特論・演習

心臓血管外科学特論・演習

革新的皮膚病態学特論・演習

実践的小児神経学特論・演習

水

臨床医学演習

実践的循環器病態学特論 革新的生殖機能医学特論 臨床医学演習

実践的外科腫瘍学特論

実践的運動器医学演習 革新的臨床感染症学特論・演習

革新的皮膚病態学演習

実践的病理学演習 実用的感染制御学特論・実践的感染制御学演習

未来型医療情報システム特論 実践的呼吸器病態学演習 革新的生殖機能医学特論・演習

心臓血管外科学演習 未来型地域医療学演習 未来型地域医療学特論・演習

臨床神経内科学演習

木

医療機器製品化体験演習Ⅰ・Ⅱ 革新的未来医療創造演習 医療機器製品化体験演習Ⅰ・Ⅱ

実用的感染制御学特論 薬物治療・医薬品開発特論 革新的未来医療創造演習

革新的創薬・育薬特論 実践的解剖学演習 革新的腎泌尿器科学特論・演習

実践的生理学演習 実践的感染制御学演習 革新的口腔顎顔面病態外科学特論・演習

革新的腎泌尿器科学特論 革新的視覚病態学特論 薬物治療・医薬品開発特論・演習

革新的皮膚病態学特論 革新的精神医学特論 革新的胸部外科学特論・演習

革新的口腔顎顔面病態外科学演習

革新的創薬・育薬演習

薬物治療・医薬品開発演習 実用的分子生化学演習

革新的耳鼻咽喉・頭頸部外科学演習 革新的腎泌尿器科学演習

（注）背景色が黄色の科目は次世代高度医療推進センターが担当する科目。また、アドバンスドコース科目および特別研究については別途指示する。

実践的呼吸器病態学特論・演習

実践的小児神経学演習 革新的麻酔・集中治療医学演習 臨床神経内科学特論・演習

革新的臨床感染症学演習 臨床神経外科学演習 革新的創薬・育薬特論・演習

金

低侵襲外科センターメディカルイノベーション演習Ⅰ・Ⅱ 低侵襲外科センターメディカルイノベーション演習Ⅰ・Ⅱ

実践的臨床検査医学特論 実践的呼吸器病態学特論

革新的機能病態内科学特論 革新的口腔顎顔面病態外科学特論 実用的生理学特論・実践的生理学演習

未来型救急・災害医療演習 革新的機能病態内科学演習



１限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20 18:30～20:00 20:10～21:40

一般 一般 一般 一般 社会人 社会人

（注）背景色が黄色の科目は脳神経小児科が担当する科目。また、特別研究については別途指示する。

特別研究

　

金

小児神経学トレーニング コミュニケーション特論 コミュニケーション特論

特別研究 特別研究

　 　 重症児呼吸器病態学特論

木

在宅人工換気実習 重症児腎泌尿器科学特論 在宅人工換気実習

　 特別研究

　 　 重症児腎泌尿器科学特論

脳形成異常特論＊ 重症児呼吸器病態学特論 脳形成異常特論＊

　 　 特別研究

小児在宅医学特論応用

　 　 小児発達学

発生・発達解析学特論 小児在宅医学特論基礎Ⅰ・Ⅱ

小児発達学 発生・発達解析学特論

　発生・発達解析学演習 　

発生・発達解析学特論　

重症児循環器病態学特論

令和7年度　　大学院医学系研究科　博士課程（障害児医療学コース）　　授業科目配当表

　　　時限

曜日

月

小児在宅医学特論応用 代謝学特論＊ 代謝学特論＊

特別研究

　 　

重症児循環器病態学特論

発生・発達解析学演習

　　＊は連携大学とのTV会議システムによる遠隔講義やe-ラーニングを取り入れる

特別研究 特別研究

　

小児神経学トレーニング

火

小児神経学特論 実践的小児神経学演習 小児神経学特論

小児在宅医学特論基礎Ⅰ 小児在宅医学特論基礎Ⅱ 実践的小児神経学演習

　 発生・発達解析学特論

水



（医科学関連科目） 赤字：基盤的教育科目 黒字：スペシャリスト教育科目（医科学）、アドバンス教育科目（医科学）

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

　※　特別研究を除く授業科目について、履修年次は主任指導教員の許可を得て変更可（ただし、基盤的教育科目は原則として1年次に履修することが望ましい。）

（保健学関連科目） 赤字：基盤的教育科目 黒字：スペシャリスト教育科目（保健学）、アドバンス教育科目（保健学）

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

　※　特別研究を除く授業科目について、履修年次は主任指導教員の許可を得て変更可（ただし、基盤的教育科目は原則として1年次に履修することが望ましい。）

20：10～21：408：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20 16：40～18：10

特別研究
（1～3年次）

特別研究の開講時限等に関しては、主任指導教員の指示を仰ぐこと。

1年次

1年次

1年次

eラーニング
（1年次）

「生命・医療倫理学特論」、「高次基盤医学特論」

1年次

再生医学特論

心理臨床学演習Ⅰ

高次発生生物学特論
Ⅰ

高次発生生物学特論
Ⅱ

分子応答制御学特論
Ⅰ

分子医学特論

行動神経科学演習

先進保健学統合演習 先進保健学探索演習

組織工学特論

令和7年度　医科学専攻博士後期課程　授業時間配当表

前　　　　期 後　　　　期

曜日 履修年次

1 2 3 4
20：10～21：40

6 7 1 2 3
18：30～20：00

5 5 6 7
8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

4

腫瘍生物学特論

金

木

水

分子医学演習

火

月

生体防御学演習Ⅰ

再生医学演習

1年次
遺伝子・染色体機能
医工学特論

16：40～18：10 18：30～20：00

先端腫瘍学特論Ⅰ

高次発生生物学演習
Ⅰ

生体防御学特論Ⅰ 先進保健学特論

遺伝子・染色体機能
医工学演習

知財戦略演習Ⅱ

心理臨床学特論Ⅰ

腫瘍生物学演習

知財戦略演習Ⅱ

行動神経科学特論

分子応答制御学演習
Ⅰ

先端腫瘍学演習Ⅰ

神経機能再生学特論

染色体医工学特論 染色体医工学演習

心理臨床学演習Ⅰ

腫瘍生物応用医科学
特論

知財戦略特論Ⅱ
医科学研
究特論

知財戦略特論Ⅱ 心理臨床学演習Ⅱ

心理臨床学特論Ⅱ

腫瘍生物医科学演習

組織工学演習

生体防御学演習Ⅱ 先端腫瘍学特論Ⅱ

神経機能発達学特論

先端腫瘍学演習Ⅱ

分子応答制御学演習
Ⅱ

心理臨床学演習Ⅱ

生体防御学特論Ⅱ

14：50～16：20 16：40～18：10

前　　　　期 後　　　　期
1 2

高次発生生物学演習
Ⅱ

分子応答制御学特論
Ⅱ

先進保健学統合演習

腫瘍治療学特論

先進保健学探索演習

腫瘍治療学演習

3 4 5 6 7

先進保健学特論

6 7
14：50～16：20 16：40～18：10 18：30～20：00 20：10～21：4013：00～14：308：40～10：10 10：30～12：00 18：30～20：00 20：10～21：40

月 1年次
地域保健学統合演習 地域保健学探索演習

成人・高齢者保健学
統合演習

成人・高齢者保健学
探索演習

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30曜日 履修年次

1 2 3 4 5

特別研究
（1～3年次）

特別研究の開講時限等に関しては、主任指導教員の指示を仰ぐこと。

成育地域保健学統合
演習

金 1年次

木 1年次 成育地域保健学特論
成育地域保健学探索
演習

成育地域保健学探索
演習

eラーニング
（1年次）

「生命・医療倫理学特論」、「高次基盤医学特論」

水 1年次
医科学研
究特論

成育地域保健学統合
演習

火 1年次
統合保健学研究方法
特論

成人・高齢者保健学
特論

地域保健学特論

成人・高齢者保健学
特論

地域保健学特論

成育地域保健学特論

成人・高齢者保健学
統合演習

地域保健学統合演習

成人・高齢者保健学
探索演習

地域保健学探索演習

統合保健学研究方法
特論



赤字：基盤的教育科目 青字：分野横断的科目 黒字：専門家養成科目（医科学） ＊：がん看護専門看護師関連科目 ★：認定遺伝カウンセラー関連科目 【通】は通年科目であることを表す

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

2年次

2年次

2年次

2年次

2年次

　※　特別研究を除く授業科目について、履修年次は主任指導教員の許可を得て変更可（ただし、基盤的教育科目は原則として1年次に履修することが望ましい。）

特別研究
（1～2年次）

特別研究の開講時限等に関しては、主任指導教員の指示を仰ぐこと。

eラーニング
（1年次）

「実用的解剖学特論」、「実用的生理学特論」、「薬理学・薬物療法学特論」、「医療安全学特論」

金
1年次 再生医科学特論

病態細胞学特論
システム神経科学特
論

生命倫理
学特論

知財戦略
特論Ⅰ

シミュレーションシステム演習

病態制御学演習

病態制御学特論

シミュレーションシステム演習

認知症予防学演習 認知症予防学演習

環境科学演習

【通】実験腫瘍病理学
演習

病態制御学特論

医療統計解析学特論 再生医工学特論

【通】実験腫瘍病理学
演習

細胞分子機構学特論

【通】再生医工学演習

木
1年次 遺伝子医科学特論

【通】遺伝子再生医科
学演習

医療機器開発特論

★遺伝医
療と社会
特論

医療統計解析学特論

環境科学特論
★遺伝カウンセリング
特論

実験腫瘍病理学特論 医療機器開発特論

★遺伝カウンセリング実習Ⅰ

知財戦略演習Ⅰ

病態細胞学演習

病態細胞学演習

環境科学演習

★【通】遺伝カウンセリング実習Ⅱ

病態細胞学特論 腫瘍医療学特論
【通】遺伝子再生医科
学演習

知財戦略演習Ⅰ 【通】再生医工学演習

★遺伝医療と倫理演
習

地域医療
システム
学特論

【通】遺伝子治療学演
習

★【通】遺伝カウンセリング実習Ⅱ

水
1年次 分子神経科学特論

生体機能・情報解析
学特論

細胞分化・老化機構
学特論

認知症予防学特論 環境科学特論
【通】細胞分子機構学
演習

★基礎人類遺伝学特
論Ⅰ

★基礎人類遺伝学演
習Ⅰ

＊＃病態生理学特論
生体機能・情報解析
学特論

★臨床遺伝学演習

【通】遺伝子治療学演
習

ストレス医療学特論

ストレス医療学特論 発生生物学特論

腫瘍医療学特論

生体機能・情報解析学演習 神経病態・遺伝子疾患学演習

★遺伝カウンセリング
演習Ⅱ

火
1年次 細胞工学特論

【通】発生生物学演習

＊＃臨床薬理学特論

【通】発生生物学演習 神経病態・遺伝子疾患学演習
★基礎人類遺伝学特
論Ⅱ★遺伝サービス情報

学演習
生体機能・情報解析学演習

【通】応用免疫学演習
地域医療
システム
学特論神経病態・遺伝子疾

患学特論
応用免疫学特論 【通】応用免疫学演習

3 4
20：10～21：40

月
1年次

【通】細胞分子機構学
演習

認知症予防学特論

遺伝子治療学特論
基礎医科
学概論

神経病態・遺伝子疾
患学特論

教育の原理と方法

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20 16：40～18：10 18：30～20：00

★遺伝カウンセリング
演習Ⅰ

★基礎人類遺伝学演
習Ⅱ

教育の原理と方法

★臨床遺
伝学特論

病態制御学演習

令和7年度　医科学専攻博士前期課程　授業時間配当表（医科学関連科目）

前　　　　期 後　　　　期

曜日 履修年次

1 2 3 4 5 5 6 7
8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20 16：40～18：10 18：30～20：00 20：10～21：40

6 7 1 2



赤字：基盤的教育科目 青字：分野横断的科目 黒字：専門家養成科目（保健学） ＊：がん看護専門看護師関連科目 ＃：令和7年度不開講科目になります

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

2年次

2年次

2年次

2年次

2年次

　※　特別研究を除く授業科目について、履修年次は主任指導教員の許可を得て変更可（ただし、基盤的教育科目は原則として1年次に履修することが望ましい。）

令和7年度　医科学専攻博士前期課程　授業時間配当表（保健学関連科目）

前　　　　期 後　　　　期

曜日 履修年次

1 2 3 4 5 5 6 7
8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20 16：40～18：10 18：30～20：00 20：10～21：40

6 7 1 2 3 4

教育の原理と方法

腫瘍医療学特論

＊＃緩和ケア特論Ⅰ ＊＃緩和ケア演習Ⅰ 統合支援看護学特論

20：10～21：40

月
1年次

認知症予防学特論

*＃看護倫理学特論
基礎医科
学概論

教育の原理と方法

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20 16：40～18：10 18：30～20：00

火
1年次

＊＃フィジカルアセス
メント特論

＊＃臨床薬理学特論

＊がん看護学実習Ⅲ

統合支援看護学特論

＊看護管理学特論

成育看護学特論

＊＃がん看護に関す
る理論

認知症予防学特論

成育看護学特論

地域母子看護学演習

地域医療
システム
学特論成人看護学特論

＊＃病態生理学特論

成人看護学特論 統合支援看護学演習 成人看護学演習
＊＃看護学研究方法
特論

*＃看護コンサルテー
ション特論

ストレス医療学特論

ストレス医療学特論

地域医療
システム
学特論

＊＃看護教育学特論

高齢者看護学演習

*＃緩和ケア特論Ⅱ ＊看護管理学特論

医療統計解析学特論

地域母子看護学特論

地域母子看護学演習

＊看護理論

＊がん看護学実習Ⅲ

水
1年次

地域母子看護学特論

知財戦略演習Ⅰ

＊＃がん看護学実習Ⅰ 成育看護学演習

腫瘍医療学特論 高齢者看護学演習

生命倫理
学特論

知財戦略
特論Ⅰ

成育看護学演習 知財戦略演習Ⅰ

コミュニティヘルス看
護学演習

木
1年次

高齢者看護学特論

コミュニティヘルス看
護学特論

医療統計解析学特論

＊＃がん治療支援に
関わる看護援助論

＊＃がん看護に関す
る病態生理学

高齢者看護学特論

＊＃緩和ケア演習Ⅱ

コミュニティヘルス看
護学演習

基礎看護特論 基礎看護特論

統合支援看護学演習

eラーニング
（1年次）

「実用的解剖学特論」、「実用的生理学特論」、「薬理学・薬物療法学特論」、「医療安全学特論」

特別研究
（1～2年次）

特別研究の開講時限等に関しては、主任指導教員の指示を仰ぐこと。

金
1年次

シミュレーションシステム演習

基礎看護学演習

成人看護学演習

基礎看護学演習

シミュレーションシステム演習

＊＃がん看護学実習Ⅱ

*がん看護学実習Ⅲ



1時限 2時限 3時限 4時限 5時限

8:40～10:10 10:30～12:00 13:00～１4:30 14:50～16:20 18:30～20:00

※産業心理学特論（産業・
労働分野に関する理論と

支援の展開）（選択）

※臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメントに関

する理論と実践）

福崎俊貴 井上雅彦・福崎俊貴・太田真貴

心理統計法特論
（A群）

※臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメントに関

する理論と実践）

福崎俊貴 井上雅彦・福崎俊貴・太田真貴

〇臨床心理学特別研究

※臨床心理面接特
論Ⅰ（心理支援に関

する理論と実践）
※〇心理実践実習Ⅰ

竹田伸也 井上雅彦ほか

※ストレスマネジメント特
論（心の健康教育に関す

る理論と実践）（選択）
※〇心理実践実習Ⅰ

竹田伸也 井上雅彦ほか

〇臨床心理学特別研究

臨床心理基礎実習　　 臨床心理基礎実習　　 臨床心理査定演習Ⅱ ※〇心理実践実習Ⅲ
※精神医学特論（保健
医療分野に関する理論
と支援の展開）　（Ｄ群）

井上雅彦ほか 福崎俊貴ほか 竹田伸也・細田珠希 竹田伸也ほか 岩田正明ほか

臨床心理基礎実習 〇臨床心理基礎実習 臨床心理査定演習Ⅱ ※〇心理実践実習Ⅲ

井上雅彦ほか 福崎俊貴ほか 竹田伸也・細田珠希 竹田伸也ほか

臨床心理実習Ⅱ
※〇臨床心理実習Ⅰ
（心理実践実習Ⅱ）

※〇心理実践実習Ⅳ

太田真貴ほか 細田珠希ほか 福崎俊貴ほか

臨床心理実習Ⅱ
※〇臨床心理実習Ⅰ
（心理実践実習Ⅱ）

※〇心理実践実習Ⅳ

太田真貴ほか 細田珠希ほか 福崎俊貴ほか

〇臨床心理学特別研究

※家族心理学特論（家族
関係・集団・地域社会にお
ける心理支援に関する理

論と実践）（C群）

医学概論

細田珠希 細田珠希ほか

臨床心理面接特論
Ⅱ

臨床心理学特論Ⅰ 心身医学特論（Ｄ群）

太田真貴 細田珠希 前垣義弘ほか

〇臨床心理学特別研究

※発達心理学特論（福
祉分野に関する理論と

支援の展開）(B群)

井上雅彦

臨床心理学特論Ⅱ

井上雅彦

B群

C群

Ｅ群

Ｅ群

集中講義

心理療法特論 富樫公一

※教育心理学特論（教育分野に関する理論と支援の展開）　枝廣 和憲

　金

前
期

後
期

井上ゼミ

井上ゼミ

太田ゼミ

太田ゼミ

後
期

臨床心理学研究法
特論(Ａ群)

 太田真貴

〇臨床心理学特別研究

　木

〇臨床心理学特別研究

前
期

後
期

　水

〇臨床心理学特別研究 〇臨床心理学特別研究

〇臨床心理学特別研究

修
士
1
年

前
期

後
期

修
士
２
年

前
期

後
期

前
期

竹田ゼミ

令和7年度臨床心理学専攻修士課程　授業時間配当表

時間

　月

〇臨床心理学特別研究 〇臨床心理学特別研究

前
期

後
期

福崎ゼミ

福崎ゼミ

〇臨床心理学特別研究

福崎俊貴

曜日当番

　火

〇臨床心理学特別研究

竹田ゼミ

※臨床心理関連行政論（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開） 安西　敦

〇臨床心理学特別研究

グループアプローチ特論 本山智敬

選択必修

※公認心理師対応科
目。
〇実際その時間に実
施していない。
●選択必修はＡ群～Ｅ
群のそれぞれの科目
から２単位以上、計１
０単位以上選択する。
●必修科目とＥ群科目
は、臨床心理学専攻
学生のみ受講可。

〇臨床心理学特別研究

細田ゼミ

細田ゼミ

細田珠希

井上雅彦

竹田伸也

太田真貴



医学系研究科用 

学務支援システム（CAMPUS SQUARE）マニュアル 

（成績確認・履修登録・シラバス参照） 
 

（マニュアルはパソコン画面です） 

 

⑴ログイン方法 

1. 鳥取大学医学部 HP を開き、「大学院生の方へ」をクリック。 

 
 
2. 授業・履修欄の「履修登録」を開き、「学務支援システム（リンク）」をクリック。 

 
 
3. 「学務支援システム CAMPUS SQUARE ログイン」をクリックすると、鳥大 ID とパス

ワードの入力画面が開くので、学生番号とパスワードを入力し、ログイン。 
※学生が本学の職員の場合ブラウザが職員番号を記憶してうまく入れない場合があります。 

普段と異なるブラウザか、ブラウザのシークレットウィンドウ、プライベートウィンド

ウでログインを試みてください。 
  

※学生番号を入力 

パスワードは、入学オリエンテーション時に配付した「鳥大 ID パスワード通知書」をご

確認ください。紛失した場合は、学生証をお持ちのうえ、学務課窓口へお越しください。

窓口に来られない場合は、メールで学務課教務係へその旨ご連絡ください。 
学務課教務係メールアドレス〈me-daigaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp〉 



医学系研究科用 

⑵成績確認方法 

1. 学務支援システムにログイン後、「成績」をクリック。 

 
※実際の新学務支援システムの背景は赤くありません。 

 
2. 表示範囲を指定し、「画面に表示する」をクリック。 

※システムエラー等により、成績の表示に不具合が出る可能性があります。表示される成績

に疑義がある場合は、学務課教務係へお問い合わせください。 
 
⑶履修登録方法 

1. 学務支援システムにログイン後、「履修」をクリック。 

 
 

2. 次に「履修登録・登録状況照会」をクリック。 

 

  



医学系研究科用 

3. 連絡先の更新画面が表示されるので、適宜加筆修正し「変更」をクリック。 

表示された内容から変更がない場合は、何も編集せず「変更」をクリック。 

 
 

 

 

 

 

4. 連絡先を更新すると履修登録の画面が開く（自動で履修登録画面に移動しない場合は、再度

「履修登録・登録状況照会」をクリックすると履修登録の画面が開く）ので、履修登録する

授業科目の時間割（※）を確認し、各曜日・時限の「未登録」をクリック。（ただし、「集中

講義を登録」に該当する科目を除く。） 

 
※時間割は、鳥取大学医学部 HP（トップ＞大学院生の方へ＞授業・履修＞履修登録＞授業

時間配当表）に掲載しています。 
  

変更をクリックすると、本人連絡先に入力したメールア

ドレス宛へ認証パスワードが自動送信されます。 

パスワード認証画面で認証を行わないと変更は適用され

ませんので、ご注意ください。 



医学系研究科用 

【集中講義を登録で登録が必要な科目】 

✤ 集中講義や e ラーニング科目、特別研究等、時間割が定まっていないもの 

✤ 夜間開講科目 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 時間割コードを入力する画面が開くので、「時間割コード検索」をクリックする。 

 
  

履修登録の前に、選択中の開講期を確認してください。 

前期（ 4 月に履修登録可）：開講期間が 4/1～の科目（春入学生の通年科目含む） 

後期（10 月に履修登録可）：開講期間が 10/1～の科目（秋入学生の通年科目含む） 

 

★医科学専攻における特別研究の履修登録について 

 

医科学専攻の特別研究は、1 年次から最終年次まで年度

をまたいで履修する科目ですが、履修登録は毎年行う必

要がありますのでご注意ください。 



医学系研究科用 

6. 科目の検索画面が開くので、時間割所属で自分の所属を選択して、「検索開始」をクリック。 

 
 
7. 検索結果が表示されるので、履修登録する科目をクリック。 
 
8. 選択した科目の時間割コードが入力されるので、「登録」をクリックする。 

なお、複数曜日・時限に開講される科目を履修登録すると、「未登録」をクリックした曜日・

時限以外の曜日・時限にも自動で登録される。 

 
 
9. 4～8 を繰り返し、履修登録する科目すべてで同じ作業をする。 

※「登録完了」をクリックし忘れても、履修登録情報は消えずに保存されます。 
※誤って履修登録した科目がある場合は、削除したい科目名をクリックすれば削除画面が

開きます。 
 
10. 履修する科目の教員には、自分から連絡を取り（連絡先は学務支援システムのシラバス等に

記載）、授業の進め方や授業日時について必ず確認をしてください。 
履修登録をしたら履修登録内容の画面を印刷し、指導教員へ提出すること。 

 
 
★履修登録期間外の履修科目追加・削除について 

履修登録期間を過ぎると、学務支援システム上で学生が履修科目の追加・削除を行うことはで

きません。 

履修科目を変更する場合は、「履修科目変更届（※）」に必要事項を記入し、指導教員から署名

捺印をもらったうえで教務係へ提出してください。 

※鳥取大学医学部 HP トップ＞大学院生の方へ＞授業・履修＞履修登録＞履修科目変更届 から

印刷してご利用ください。 



医学系研究科用 

⑷シラバス参照方法 
シラバスは鳥取大学医学部 HP（トップ＞大学院生の方へ＞授業・履修＞履修登録＞シラバス）

からも参照可能です。 
 
1. 学務支援システムにログインできたら、「シラバス」をクリック。 

 
 
2. 時間割の検索画面が開くので、時間割所属で自分の所属を選択する。 

      
 

3. 2.で時間割所属を選択すると、さらに詳細な検索項目が表示される。 
検索項目を適宜入力し、「検索開始」をクリックする。 

 
 



本学のサービスを学外から利用する方法 
 

 

本学のサービス（学務支援システム、manaba 等）を学外から利用するには、学内ネットワー

クに接続したうえで、ワンタイムパスワード通知先登録システム（多要素認証システム）にて事

前設定が必要です。 
ただし、医学系研究科では、社会人大学院生等、すぐに学内へ来ることができない学生への対

応として、入学時にマトリクスコード表（※）を一括発行し配付しています。入学後すぐに学内

へお越しいただけない場合も、配付したマトリクスコード表を使用してサービスをご利用いた

だけます。 
※多要素認証の方法の一つです。学生が各自発行することも可能です。 

 
 
 

 

お 願 い 

セキュリティの都合上、配付したマトリクスコード表及び鳥大 ID の初期パスワード通知

書（各種システムのログインや学内ネットワーク接続に使用）は本学で管理・保管を行って

おりません。修了まで大切に保管をお願いいたします。 

また、万が一マトリクスコード表を紛失した場合に備え、学内にお越しの際にはマトリク

スコード表以外の認証方法の設定（設定には学内ネットワークの接続と配付したマトリクス

コード表が必要）をお願いいたします。設定はスマートフォンにて行うことが可能です。 

多要素認証の追加手順等については、「多要素認証追加設定マニュアル」をご確認くださ

い。 



 

  

ネットワーク接続手順・各種システムログイン 

マニュアル 

  

 

本マニュアルは、学内外から鳥取大学のシステムに接続するために最低限確認すべきことを記載していま

す。 

入学オリエンテーションで配布した「鳥取大学 ID 利用者パスワード通知書」（下図参照）を手元に用意して

確認操作を行ってください。 

 

  

 

 

【授業開始までに確認すること】 

□ 学外（自宅等）から「学務支援システム」にログインできること。 

□ 学外（自宅等）から「e ラーニングシステム（manaba）」にログインできること。 

 

 それぞれ、次ページ以降に詳細な説明を記載します。 

 

※鳥大 IDを紛失した場合：学務課教務係（総合教育棟 1階）まで学生証をもってお越しください 

※マトリックスコードを紛失した場合：情報戦略機構（総合教育棟 4階）まで学生証をもってお越しく

ださい 

 



学外（自宅等）からの学務支援システムへのログイン手順 

 

学外（自宅等）からの学務支援システムへのログイン手順 

① ウェブブラウザで鳥取大学のウェブサイト（ https://www.tottori-u.ac.jp/ ）を開き、［教育・学生生活］

→［学務支援システム］と辿ります。 

 
② 遷移したページの［ログイン / Login］をクリックします。 

 
③ 鳥大 ID とパスワード入力ページに遷移しますので、［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］に記載されてい

る鳥大 ID とパスワードを入力して、［ログイン / Login］をクリックします。 

   

https://www.tottori-u.ac.jp/


学外（自宅等）からの学務支援システムへのログイン手順 

 

④ 認証方法の選択というページに遷移しますので［マトリクスコードで認証］をクリックします。 

 

⑤ ［レスポンスコード］の右に書かれている 3 つの座標を確認して、［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］

に記載されているマトリクスコード表から 3 つの座標の値を転記し、チェックボックスにチェックを入

れて［送信］をクリックします。 

  

⑥ 学務支援システムへのログインが完了します。手順⑤のチェックを入れていると、次回以降、同一環境に

おいてワンタイムパスワードの入力が不要となります（手順④～⑤をスキップできます）。 



学外（自宅等）からの e ラーニングシステム「manaba」へのログイン手順 

 

学外（自宅等）からの eラーニングシステム「manaba」へのログイン手順 

① ウェブブラウザで鳥取大学のウェブサイト（ https://www.tottori-u.ac.jp/ ）を開き、［教育・学生生活］

→［e ラーニングシステム（manaba）］と辿ります。 

 
② 遷移したページの［manaba ログイン］をクリックします。 

 

③ 鳥大 ID とパスワード入力ページに遷移しますので、［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］に記載されてい

る鳥大 ID とパスワードを入力して、［ログイン / Login］をクリックします。 

   

https://www.tottori-u.ac.jp/


学外（自宅等）からの e ラーニングシステム「manaba」へのログイン手順 

 

④ 認証方法の選択というページに遷移しますので［マトリクスコードで認証］をクリックします。 

 

⑤ ［レスポンスコード］の右に書かれている 3 つの座標を確認して、［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］

に記載されているマトリクスコード表から 3 つの座標の値を転記し、チェックボックスにチェックを入

れて［送信］をクリックします。 

  

⑥ manaba へのログインが完了します。手順⑤のチェックを入れていると、次回以降、同一環境においてワ

ンタイムパスワードの入力が不要となります（手順④～⑤をスキップできます）。 



学外（自宅等）から鳥取大学 Gmail へのログイン手順 

 

学外（自宅等）から鳥取大学Gmail へのログイン手順 

① ウェブブラウザで https://mail.google.com/ を開きます。 

② 遷移したページの入力欄に教育用メールアドレス（※）を入力して［次へ］をクリックします。 

※ 学生番号が B25X0001X の場合、メールアドレスは b25x0001x@edu.tottori-u.ac.jp となります。 

※画面構成は画像と異なる場合があります。 

③ 鳥大 ID とパスワード入力ページに遷移しますので、［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］に記載されてい

る鳥大 ID とパスワードを入力して、［ログイン / Login］をクリックします。 

  

④ 認証方法の選択というページに遷移しますので［マトリクスコードで認証］をクリックします。 

  

b25x0001x@edu.tottori-u.ac.jp 

https://mail.google.com/


学外（自宅等）から鳥取大学 Gmail へのログイン手順 

 

⑤ ［レスポンスコード］の右に書かれている 3 つの座標を確認して、［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］

に記載されているマトリクスコード表から 3 つの座標の値を入力し、チェックボックスにチェックを入

れて［送信］をクリックします。 

  

⑥ 遷移したページ（初回ログイン時のみ表示）の説明を読み、［理解しました］をクリックします。 

 

⑦ 鳥取大学 Gmail へのログインが完了し、メールを読むことができます。手順⑤のチェックを入れている

と、次回以降、同一環境においてワンタイムパスワードの入力が不要となります（手順④～⑤をスキップ

できます）。 

 

 

使い方等は、情報リテラシの講義で配布予定の［必携パソコンの利用手引き］に掲載しています。 



有線 LAN 接続手順（Windows） 

 

有線 LAN接続手順（Windows） 

① 講義室や図書館等の情報コンセントに PC を LAN ケーブルで接続します。 

② 自動的に Web ブラウザが起動して以下のようなページが表示された場合は⑤へ、Web ブラウザで以下の

ページが表示されない場合は④へ、Web ブラウザが自動で起動しない場合は③へ各々進んでください。 

 

③ Web ブラウザが自動で起動しない場合は、画面下部（タスク バー）に登録されている「e」のアイコンを

クリックしてください。Windows 11 と Windows 10 の場合は Microsoft Edge が起動します（※）。 

 

 

※Web ブラウザは何を起動しても構いません。 

 

  



有線 LAN 接続手順（Windows） 

 

④ Web ブラウザを起動させて、あるいは起動していて②のページが表示されない場合は、Web ブラウザのア

ドレスバーに「http://」で始まるアドレスを入力します（※）。例えば以下の画面のように

「http://www.tottori-u.ac.jp/」と入力して、［Enter］キーを押下すると②のページにリダイレクト（転送）

されます。 

 

 

※「https://」で始まるアドレスでは次の手順に進みません。 

 

⑤ ［鳥大 ID 利用者パスワード通知書］に記載されている鳥大 ID とパスワードを入力して、［ログイン / 

Login］をクリックします。 

  

 

 

  

Web ブラウザのアドレスバーに 

http:// で始まるアドレスを 

入力して［Enter］キーを押下 



有線 LAN 接続手順（Windows） 

 

⑥ 入力した鳥大 ID とパスワードが正しければ認証成功と表示され、学内ネットワークに接続されます。 

 

※ 情報コンセントに接続する度に②～⑥の手順が必要です。自動で接続する設定方法は、「情報リテラシ」

の講義で配布予定の［必携パソコンの利用手引き］に掲載しています。 

 



有線 LAN 接続手順（macOS） 

 

有線 LAN接続手順（macOS） 

① 講義室や図書館等の情報コンセントに Mac を LAN ケーブルで接続します。 

② 少し待つと、アカウント名とパスワードの入力を求めるダイアログが表示されます。 

 

③ ［アカウント名］に教育用メールアドレス（※）、［パスワード］に鳥大 ID のパスワードを入力して［OK］

をクリックします。 

※ 学生番号が B25X0001X の場合、メールアドレスは b25x0001x@edu.tottori-u.ac.jp となります。 

 

④ ［証明書を検証］という表示が出た場合（※）は［続ける］をクリックします。 

※ 出ない場合は次の手順へ進んでください。 

⑤ Mac にログインしている管理者ユーザのパスワードを求められますので、入力して［設定をアップデー

ト］をクリックします。 

⑥ 入力したアカウント名とパスワードが正しければ、学内ネットワークに接続されます（※）。 

※ 以後、鳥大 ID のパスワードを変更するまでは自動的に接続します。 

 

 



令和７年３月  

大学院 eラーニング（7つの教育コース） 

履修者各位 

 

大学院教育支援室 

 

大学院 eラーニング（7つの教育コース）受講・レポート提出方法について 

 

医学専攻のeラーニングにかかる受講とレポートの作成・提出方法は下記の通りとなります。

受講にあたっては鳥取大学大学院医学系研究科遠隔授業資料利用規約を遵守してください。 

また、他人のレポート（過去に提出されたレポートを含む）や論文を盗用するなど、不正行為

を行った場合、大学院委員会その他の審議により、当該期の単位がすべて認められなくなる可

能性があります。 

 

1．受講方法 

 

・ eラーニングシステムmanaba（https://manaba.center.tottori-u.ac.jp/）に、大学院生のアカウ

ント（学生番号@edu.tottori-u.ac.jp）でログインしてください。病院職員など他のアカウントで

ログインするとコンテンツが表示されません。履修登録された各コース内にコンテンツがア

ップロードされています。 

 

・ manaba に履修登録したコンテンツが表示されない、登録していないコンテンツが表示され

ている、コンテンツのファイルを開けないなどございましたら、シラバスに掲載されている連

絡先へお問い合わせください。 

 

・ １単位あたり、科目内のコンテンツすべてについて自主学習し、そのうち科目責任者の指

定された課題について１つレポートを提出してください。 

 

・科目名は暫定的なものです。必ずシラバスを確認し、学習内容を理解したうえで履修登録して

ください。 

https://manaba.center.tottori-u.ac.jp/


2．レポート作成・提出方法 

 

・ レポートは下記要領で作成し、manaba の「医学系研究科共通選択科目（7 つの教育コース）

提出用」のレポート画面より、履修されている科目名のボックスへ提出してください。 

科目責任者一覧は提出用manabaのコンテンツに掲載しております。 

 

・ 本年度前期の提出期間は、令和７年 6月 23日（月）～令和７年 7月 7日（月）です。 

締切以降のものは受理できませんので、余裕をもって提出してください。 

・ 令和 7年 9月修了見込みの学生の提出期間は、令和 7年 6月 3日（月）～6月 16日（月）

です。学位申請予定者は、レポート提出後に学務課教務係まで連絡してください。 

 

・ レポートは、Word 文書で作成、1 ページ目に表紙を付して、PDF に変換して提出してくださ

い。本文は日本語または英語で書いてください。 

 

・ 表紙は提出用 manaba のコンテンツに掲載しておりますテンプレートをダウンロードして使

用してください。別紙「記載例」をご参照ください。 

 

・ PDFのファイル名は、「・」で区切りながら、下記の通り記載してください。 

 

「学生番号・学生氏名・科目名」 

例： D99M1111A・湊山錦太郎・医療倫理学  

 

 

・ 大学院 eラーニング（７つの教育コース）のサイト（医学部ホームページ内） 

医学部ホームページトップ > 大学院生の方へ > 授業・履修 > 履修登録  

> 大学院 e-ラーニング（7つの教育コース） 

※こちらにもレポート表紙のテンプレートを掲載しております。 

https://www.med.tottori-u.ac.jp/medicaleducation/3889/3890/ 

 

 

3．お問い合わせ先 

 

〔コンテンツ内容について〕 

シラバスに掲載されている各科目責任者の連絡先へお問合せください。 

 

〔レポート提出方法(manaba操作方法)について〕 

me-daigaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

学務課教務係 

 

  

https://www.med.tottori-u.ac.jp/medicaleducation/3889/3890/


 

99／34／1-1                          《表紙記載例》 

（注１）入学年度（西暦）の下２桁／学生番号最後のアルファベットを除く下２桁／科目番号、の順に記載 

大学院 eラーニングレポート 

1．医学研究基盤コース 

 医療倫理学 

＃1 

医学研究における倫理的配慮 

 

（注 2）コース番号・コース名、科目番号・科目名、コンテンツタイトルのみ記載 

（注 3）これ以外の情報（教材スライド内に記載のタイトルや教員名など）は一切記入しないこと 

鳥取一郎 

鳥取大学大学院医学系研究科医学専攻１年 

e-mail: D99M1234Z@tottori-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:D99M1234Z@tottori-u.ac.jp


 

鳥取大学大学院医学系研究科遠隔授業資料利用規約 

 

１．目的 

  鳥取大学大学院医学系研究科遠隔授業資料（以下本授業資料という）は、各専門領域に関

わらず、本研究科に所属する大学院生の一般的学力向上及び社会人大学院生の教育の充実

を図ることを目的とする。 

 

２．適用 

  本利用規約は、本研究科と本研究科に所属する大学院生間における本授業資料に関する

一切の事項について適用する。 

 

３．デジタルコンテンツの閲覧 

  デジタルコンテンツとして提供される本授業資料の閲覧に際しては、コンピュータの確保やP

owerPoint等のソフトウエアのインストール処理は、大学院生各自が行うものとする。 

 

４．著作権等 

  本授業資料に掲載された全ての情報は、本研究科もしくは原権利者が著作権及び著作隣接

権を有する。 

 

５．貸与やコピーの禁止 

  本授業資料は、大学院生の個人学習を目的として作成したものであり、他人への貸与やコ

ピーして配布する行為を禁止する。 

 

６．デジタルコンテンツの返還 

  CD-ROM又はDVD等の媒体で提供されるデジタルコンテンツは、本医学系研究科を修了し

た場合または退学した場合に返却すること。 

 

７．誓約書 

  大学院生は別紙様式による鳥取大学大学院医学系研究科遠隔授業資料の使用に関する誓

約書を入学時に、医学系研究科長へ提出しなければならない。 

 

８．損害賠償 

  上記に反し、故意又は過失により本研究科又は原権利者等に損害を与えた場合は、その損

害を弁償しなければならない。 



 

令和 7年 4月 1日 

 

鳥取大学大学院 

医学系研究科学生 各位 

 

鳥取大学大学院医学系研究科長     

 永 島  英 樹   

 

研究倫理教育受講の必須化について 

 

文部科学省が平成２６年度に決定した「研究活動における不正行為への対応

等に関するガイドライン」では、従来、研究活動における不正行為への対応が研

究者個人の責任に委ねられていた側面が強かったことを踏まえ、今後は、大学等

の研究機関が責任を持って不正行為の防止に関わることにより、対応を強化す

るよう見直しされました。 

これを受け、本学でも研究倫理教育やコンプライアンス教育の一環として、平

成３０年度から①「APRIN eラーニングプログラム(eAPRIN)」及び②研究倫理

教育にかかる講義の受講を義務付けしています。 

また、医学系研究科の各課程修了認定のために行う学位審査または論文提出

による学位審査を受けるにあたり、原則として１年次に、これらの受講を完了し

ていることが審査資格の条件に加わりました。 

ついては、未受講の場合は修了できませんので、本学医学部 HP（トップ＞大

学院生の方へ＞授業・履修＞研究倫理教育関係）で受講方法等をご確認のうえ、

必ず受講いただきますようよろしくお願いいたします。 

【問合せ先】 

鳥取大学米子地区事務部学務課教務係  

TEL：0859-38-7106（内線：7106） 

FAX：0859-38-7109（内線：7109） 

E-Mail：me-daigaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp 



 

 

 

APRIN
エイプリン

 eラーニングプログラム(eAPRIN)の受講手順 

 

(1) 受講者マニュアルを参考に、「APRIN e ラーニングプログラム(eAPRIN)」にログイン

する。 

(2) 「Tottori University Graduate School Standard course」を受講し、修了証を発行す

る。 

(3) 次のとおり修了証を提出する。 

課 程 等 提 出 先 提出方法 

博士課程 

博士後期課程 
学務課教務係 

学位申請書類と併

せて提出 

博士前期課程 

修士課程 

臨床心理学専攻 保健学科事務室 

令和 7 年 4 月 23 日

までに修了証を提

出してください。※ 
医科学専攻 

生命科学科事務室 

または保健学科事務室 

（所属部門を所轄する

事務室） 

 

※博士前期課程および修士課程の大学院生は、各学科事務室へ持参もしくは以下の所属のメー

ルアドレスに PDFにて提出してください。 

【生命科学科事務室】life-sci@ml.med.tottori-u.ac.jp 

【保健学科事務室】hokengakkajim@ml.med.tottori-u.ac.jp 

 

●ID・パスワードについて 

ID と初期パスワードの通知書は、入学時のオリエンテーションで配付しています。 

紛失した場合は、学生番号・氏名をメール本文に記載のうえ、学務課教務係（ me-

daigaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp）へお問い合わせください。 

 

―鳥取大学教職員の方へ― 

教職員の方には、学生としての ID とは別に教職員としての ID も割り当てられています。大学

院生としてではなく教職員としてログインした場合は、受講するコースが「Tottori University 

Graduate School Standard course」の必須５単元（①公的研究費の取扱い、②研究における不正

行為、③データの扱い、④オーサーシップ、⑤盗用）を網羅していることを必ず確認してください。

（単元が網羅されていれば、受講コースが異なっていても修了証は有効です。） 

なお、教職員用コースの担当部署は経営企画課副課長（内線：7013）です。 

・職員として４単元を履修していた場合「公的研究費の取扱い」の履修も必要となりますので、 

APRIN ログイン後に「コース選択」→「Tottori University Graduate School standard course」

を選択し、「公的研究費の取扱い」を履修後に５単元の修了証を PDF で保存してください。 



 

 

研究倫理教育にかかる講義の受講手順 
 

 
〇講義の概要 
次の講義を、原則として１年次に manaba上で受講し、manaba上でレポートを提出すること。 

講義名等 対 象 

テーマ① 
臨床研究で遵守すべき倫理指針と信頼性確保の

ための方法論 

医学専攻必修 

医科学専攻必修 

臨床心理学専攻必修 講 師 遠藤 佑輔 先生 

     

テーマ② 研究における倫理的不正の複合性について 医科学専攻前期課程必修 

臨床心理学専攻修士課程必修 講 師 安藤 泰至 先生 

 
テーマ③ 研究倫理教育に関する講義 

医科学専攻必修 
講 師 初沢 清隆 先生 

 
●受講方法 
次の手順に沿ってmanaba上で講義を視聴し、レポートを提出すること。 

(1) 鳥取大学情報基盤機構ナレッジベース（https://kb.oict.tottori-u.ac.jp/）」にアクセスし、左端の

クイックメニューから「eラーニングシステム（manaba）」をクリック 

(2) 右上の「ログイン」をクリック 

(3) 【学内接続の場合】鳥大 IDとパスワード＊1を入力し、ログイン 

【学外接続の場合】本学のサービスを学外から利用する方法（参照：学生便覧） 

(4) 「研究倫理教育(自分の専攻名）」を選択し、「レポート」をクリックする。 

(5) 「レポート」の説明に沿って講義を視聴する。 

(6) 各講義毎に、その概略と意見・感想を作成要領に沿ってレポート作成し、次のとおり提出する。 

 

専  攻 提出方法等 提出締切 

医学専攻 

manabaのレポート機能からオンライン提出するこ

と 

随時提出可 

 

臨床心理学専攻 
令和７年９月３０日 

１７：００まで 

 
医科学専攻 

 

＊1 ID と初期パスワードの通知書は、入学時のオリエンテーションで配付しています。紛失した場

合は、学生証をお持ちうえ、学務課窓口にお越しください。窓口に来られない場合は、学生番号・

氏名をメール本文に記載のうえ、学務課教務係（me-daigaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp）へその旨

お問い合わせください。 

 

  ※学生が本学の職員の場合ブラウザが職員番号を記憶してうまく入れない場合があります。 

普段と異なるブラウザか、ブラウザのシークレットウィンドウ、プライベートウィンドウでログ

インを試みてください。 



休学・復学・退学の手続について 

 

休学・復学・退学を希望する日の 3 週間前までに次の書類を提出してください。 

また、TA･RA として採用されている学生は、手続の際、そのことを併せて伝えてください。 

提出書類 備考 

休学願、復学願、退学願 
のうち該当する許可願 

・休学の開始日は月初（1 日）、終了日は月末（最終日） 
・一度に申請可能な休学月数は、2～12 か月間 
・復学の開始日は月初（1 日） 
・退学日は月末（最終日） 
※月初、月末が休祝日であっても、日付は前後しない。 

・指導教員の署名をもらったうえで提出してください 

医師の診断書 
・休学もしくは退学の理由が病気、けがの場合は、医師の
診断書を添付してください。 

許可書送付先確認書 ・休学、復学、退学すべての方提出してください 

 

■休学・在学・在籍可能月数（長期履修生注 1を除く） 

課程 休学可能月数注 2 
在学可能月数 

在籍可能月数注 4 
標準修業年限注 3 留年可能な月数 

博士課程 48 か月(4 年) 48 か月(4 年) 48 か月(4 年) 144 か月(12 年) 

博士後期課程 36 か月(3 年) 36 か月(3 年) 36 か月(3 年) 108 か月(9 年) 

博士前期課程・修士課程 24 か月(2 年) 24 か月(2 年) 24 か月(2 年) 72 か月(6 年) 

注 1 長期履修生の方は、担当係へ別途お問い合わせください。 
注 2 24 か月を超えて連続して休学することはできません。 
注 3 標準修業年限とは、修了に必要な在学月数のことです。休学期間は算入されません。 
注 4 在籍可能月数＝休学可能月数+在学可能月数（詳細は「退学手続き」の項目を参照） 

 

■復学（休学期間の満了含む）または休学期間の延長 

⚫ 休学期間満了後でも、手続きをしなければ復学にはなりません。休学期間満了 3 週間前までに

復学願を提出してください。 

⚫ 休学期間の途中でも、復学願を提出すれば復学可能です。 

⚫ 休学期間を延長する場合は、休学期間満了 3 週間前までに、再度、休学願を提出してください。 

⚫ 休学期間中は学位申請できません。 

 

■退学手続き 

⚫ 在籍可能月数を超えて在籍することはできません。在籍可能月数に達する 3 週間前までに、

退学願を提出してください。退学願を提出しなかった場合、除籍となります。 

⚫ 退学した場合も、各種証明書（成績証明書、在学期間証明書 等）の発行は可能です。 

 

 



≪参考≫鳥取大学大学院学則（抜粋） 
(退学) 
第 46 条 学生が，病気その他の事由で退学しようとするときは，保護者等と連署で学長に願い出て許可を受けな
ければならない。 
2 学長は， 病気その他の事由で， 成業の見込みがないと認めたときは， 退学を命ずることができる。 
 
(休学) 
第 48 条 学生が， 病気又は特別の事由により 2 月以上修学することのできないときは， 学長に願い出て休学の
許可を得なければならない。 
2 学生で病気のため修学することが適当でないと認める場合は， 学長は， これに休学を命ずることができる。 
 
(休学期間の取扱い) 
第 49 条 休学期間は， 引き続き 1 年を超えてはならないものとし， 延長の必要があるときは， 1 年を限度と
して休学期間の延長を許可することができる。 
2 休学期間は， 修士課程にあっては通算して 2 年， 医学系研究科博士課程(生命科学専攻，機能再生医科学専
攻及び保健学専攻を除く。) 及び共同獣医学研究科博士課程にあっては通算して 4 年，医学系研究科及び工学研
究科の博士後期課程並びに連合農学研究科博士課程にあっては通算して 3 年を超えることができない。 
 
(休学期間中の復学) 
第 50 条 休学期間中にその事由が消滅したときは，学長の許可を得て復学することができる。 
 
（授業料の納付） 
第 62 条 学生の授業料の額は，学生等の費用規則に定める額とし，各年度に係る授業料は，前期及び後期の 2 期
に区分し， 前期については 5 月末日までに， 後期については 11 月末日までにそれぞれ年額の 2 分の 1 に相当
する額を納付しなければならない。 
 
(退学者の授業料) 
第 63 条 退学した者又は退学を命ぜられた者も，その期の授業料は，納付しなければならない。 
 
(休学者の授業料) 
第 64 条 休学を許可された者については，休学を開始した日の属する月の翌月(当該休学開始日が月の初日であ
るときは，その日の属する月)から復学した月の前月までの授業料を免除する。ただし， 休学許可の時期が， 当
該期の授業料の納付期限後である場合は， その期の授業料は免除しない。 
 
(納付した授業料の返付) 
第 65 条 納付した検定料， 入学料及び授業料は， 返付しない。 

 

 

不明な点等ありましたら、担当係へ早めにお問い合わせください。 

 

【担当係】〒683-8503 鳥取県米子市西町 86 

鳥取大学米子地区事務部学務課教育企画係 

TEL：0859-38-7096 FAX：0859-38-7109 

E-mail：me-gakumusoum@ml.adm.tottori-u.ac.jp 



 

奨学金制度・学割証について 
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